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い
つ
ま
で
も
健
康
に
暮
ら
せ
る
ま
ち

酸
保
健
施
策

　
健
診
や
訪
問
指
導
な
ど
の
母
子

保
健
事
業
を
通
じ
、
安
心
し
て
子

ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
母
子
保
健
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

酸
各
種
が
ん
検
診
及
び
特
定
健
康

診
査
　
多
く
の
方
に
受
診
し
て
も
ら
え

る
よ
う
努
め
、
健
康
相
談
や
健
康

教
育
な
ど
を
通
じ
て
、
健
康
に
関

す
る
正
し
い
知
識
の
普
及
と
個
々

の
生
活
習
慣
に
合
っ
た
保
健
指
導

を
実
践
し
、
積
極
的
に
健
康
づ
く

り
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

酸
地
域
福
祉
・
高
齢
者
施
策

　
「
地
域
福
祉
計
画
」
や
「
高
齢

者
保
健
福
祉
計
画
・
第
７
期
介
護

保
険
事
業
計
画
」
を
基
本
に
、
総

合
的
な
保
健
福
祉
・
介
護
予
防
事

業
の
展
開
を
図
り
、
高
齢
者
の
自

立
の
促
進
、
安
心
し
て
生
活
で
き

る
環
境
づ
く
り
、
権
利
擁
護
な
ど

の
相
談
・
生
活
支
援
体
制
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

酸
介
護
人
材
確
保
・
育
成
支
援

　
質
の
高
い
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
安

定
的
な
供
給
が
計
ら
れ
る
よ
う
努

め
、
平
成
　
年
度
か
ら
実
施
の
住

２９

民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
サ
ロ
ン

活
動
や
訪
問
に
よ
る
生
活
支
援
を

拡
充
さ
せ
、
在
宅
で
の
生
活
が
維

持
で
き
る
よ
う
引
き
続
き
取
り
組

み
ま
す
。

　
ま
た
、
認
知
症
に
な
っ
て
も
安

心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成
や
、
地
域

で
見
守
り
が
で
き
る
体
制
づ
く
り

な
ど
、
認
知
症
予
防
事
業
及
び
相

談
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま

す
。

酸
障
が
い
福
祉
施
策

　
「
第
３
次
障
が
い
者
計
画
・
第

5
期
障
が
い
福
祉
計
画
」
に
基
づ

き
、
地
域
が
必
要
と
す
る
給
付
や

障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

ま
す
。

　
ま
た
、
障
が
い
者
を
雇
用
す
る

町
内
事
業
者
へ
の
支
援
と
、
障
が

い
者
の
就
労
と
社
会
的
自
立
の
促

進
に
努
め
る
と
と
も
に
、
不
自
由

な
く
気
軽
に
せ
た
な
町
の
観
光
を

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
、
継
続

し
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
レ
ジ
ャ
ー
事

業
を
実
施
し
ま
す
。

酸
子
育
て
支
援

　
「
第
1
期
せ
た
な
町
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
に
基
づ

き
事
業
を
展
開
し
、
本
年
度
が
そ

の
最
終
年
と
な
る
こ
と
か
ら
、
保

護
者
等
の
ニ
ー
ズ
に
十
分
配
慮
し

た
次
期
計
画
の
策
定
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
小
学
校
就
学
前
児
童
の
教
育
及

び
乳
幼
児
保
育
へ
の
支
援
と
し

て
、
引
き
続
き
認
定
こ
ど
も
園
や

保
育
所
を
運
営
す
る
と
と
も
に
、

留
守
家
庭
の
放
課
後
児
童
対
策
と

し
て
学
童
保
育
所
を
継
続
し
て
運

営
し
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
育
児
相
談
や
子
育
て
情
報

の
提
供
、
保
護
者
同
士
の
交
流
を

図
り
な
が
ら
、
子
育
て
家
庭
へ
の

支
援
に
努
め
ま
す
。

酸
国
民
健
康
保
険
事
業

　
道
や
国
保
連
合
会
と
更
に
連
携

を
密
に
し
、
国
保
事
業
の
円
滑
な

運
営
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
被
保
険
者
の
健
康
増
進

や
医
療
費
適
正
化
へ
の
取
組
と
し

て
、
疾
病
の
早
期
発
見
や
生
活
習

慣
病
予
防
を
目
的
と
し
た
各
種
が

ん
検
診
、
特
定
健
康
診
査
の
受
診

率
の
向
上
や
特
定
保
健
指
導
の
実

施
率
向
上
に
努
め
ま
す
。

酸
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

　
北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
と
連
携
し
、
被
保
険
者
が
安

心
し
て
医
療
給
付
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
円
滑
な
業
務
の
遂
行
に
努
め

ま
す
。

酸
病
院
事
業

　
平
成
　

年
３
月
に
作
成
し
た

２９

「
新
せ
た
な
町
立
国
保
病
院
改
革

平成31年度の主な事平成31年度の主な事業業
【新規事業【新規事業】】

■賃貸住宅整備促進支援事■賃貸住宅整備促進支援事業業

■デマンドバス運行事■デマンドバス運行事業業

■行政防災無線デジタル化整備事■行政防災無線デジタル化整備事業業

【継続事業【継続事業】】

■本庁舎長寿命化改修事■本庁舎長寿命化改修事業業

■農業・漁業・商業チャレンジ等支援事■農業・漁業・商業チャレンジ等支援事業業

■町民プール新築事■町民プール新築事業業

ま
ち
の
魅
力
と
資
源
を
最
大
限
に
生
か
し
、
将
来
に

　
　
わ
た
っ
て
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
ら
れ
る
ま
ち
を
目
指
す

第
１
回
せ
た
な
町
議
会
定
例
会
で
高
橋
町
長
が
示
し
た
、
目
指
す
町
づ
く
り
の
方
向
性
と
取
組
を
お
伝
え
し
ま
す
。

第
2
次
せ
た
な
町
総
合
計
画
を
軸
と
し
て
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プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
病
床
の
１

病
棟
化
な
ど
の
改
革
を
進
め
、
本

年
度
は
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
構
築
の
一
端
を
担
う
た
め
、
現

在
行
っ
て
い
る
訪
問
診
療
に
加

え
、
在
宅
医
療
と
訪
問
看
護
に
も

取
り
組
み
ま
す
。

　
病
院
運
営
に
つ
い
て
は
、
よ
り

住
民
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
病
院
機
能

に
つ
い
て
、
将
来
に
向
け
て
ど
の

よ
う
な
医
療
環
境
を
整
え
て
い
く

の
か
、
介
護
・
福
祉
・
保
健
と
連

携
し
、
検
討
し
ま
す
。

　
ま
た
、
老
朽
化
し
た
町
立
国
保

病
院
の
改
築
に
つ
い
て
は
、
本
年

度
基
礎
調
査
に
着
手
し
、
次
年
度

に
か
け
て
基
本
構
想
・
基
本
計
画

を
策
定
し
ま
す
。

　
今
後
も
医
療
ス
タ
ッ
フ
の
確
保

に
努
め
、
診
療
所
と
連
携
の
も

と
、
救
急
告
示
病
院
と
し
て
救
急

医
療
、
初
期
医
療
、
慢
性
期
疾
患

な
ど
に
対
応
す
る
体
制
を
堅
持

し
、
町
民
の
安
心
･
安
全
を
守
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
努
め
ま
す
。

地
域
の
魅
力
を
産
業
の
活
力
に
か

え
る
ま
ち
　
　
　
　
　
　
　
　
　

酸
農
業
振
興

　
農
業
者
や
関
係
機
関
・
団
体
の

総
意
と
し
て
策
定
し
た
「
せ
た
な

町
農
業
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
基
本

に
、
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
担
い
手

確
保
対
策
と
し
て
、
新
規
就
農
に

結
び
つ
く
研
修
生
の
受
入
れ
な
ど

に
支
援
す
る
ほ
か
、
７
年
目
を
迎

え
る
「
農
業
塾
」
の
更
な
る
充
実

を
図
り
、
農
業
青
年
の
育
成
に
努

め
ま
す
。

　
農
業
者
の
経
営
発
展
や
所
得
向

上
に
向
け
た
規
模
拡
大
な
ど
の
取

組
や
、
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
を

図
ろ
う
と
す
る
農
業
者
に
対
し

て
、
引
き
続
き
「
農
業
チ
ャ
レ
ン

ジ
等
支
援
事
業
」
を
実
施
す
る
と

と
も
に
、
地
震
や
台
風
な
ど
の
自

然
災
害
に
よ
る
停
電
で
営
農
が
困

難
と
な
る
農
家
に
対
し
、
安
定
し

た
農
畜
産
物
の
生
産
を
図
る
た

め
、
発
電
機
な
ど
の
導
入
に
係
る

費
用
を
支
援
し
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
か
ら
法
制
化
さ
れ

２７

た
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
交

付
金
事
業
」
や
「
環
境
保
全
型
農

業
直
接
支
払
交
付
金
事
業
」
を
活

用
し
、
本
町
の
中
山
間
地
域
の
農

用
地
の
保
全
活
動
や
地
球
温
暖
化

防
止
な
ど
の
取
組
に
引
き
続
き
支

援
し
ま
す
。

酸
農
業
セ
ン
タ
ー

　
町
内
農
産
物
の
品
質
・
収
量
の

安
定
と
向
上
の
た
め
、
土
壌
分
析

診
断
事
業
に
よ
り
土
づ
く
り
の
推

進
や
各
種
作
物
の
栽
培
品
種
試
験

や
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
苗
の
供
給
、

潮
ト
マ
ト
の
品
種
・
栽
培
技
術
面

で
の
支
援
を
行
い
ま
す
。

酸
畜
産

　
町
営
牧
場
の
利
用
促
進
を
図

り
、
草
地
及
び
乳
牛
等
の
適
正
な

管
理
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
４
期
目
と
な
る
優
良
家
畜
導

入
事
業
に
つ
い
て
も
継
続
し
て
支

援
し
、
生
産
性
の
向
上
と
農
家
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

酸
農
業
・
農
村
整
備
事
業

　
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
に
よ

り
農
地
の
暗
渠
排
水
事
業
を
実
施

し
、
圃
場
条
件
の
改
善
と
作
業
の

効
率
化
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
道

営
若
松
地
区
農
地
整
備
事
業
を
実

施
す
る
た
め
、
専
門
員
に
よ
る
現

地
調
査
を
実
施
し
ま
す
。

　
農
業
水
利
施
設
管
理
に
つ
い
て

は
、
大
富
地
区
排
水
機
場
の
ポ
ン

プ
や
エ
ン
ジ
ン
な
ど
の
分
解
整
備

工
事
、
西
兜
野
排
水
機
場
の
高
架

水
槽
の
更
新
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
農
業
排
水
の
効
率
向
上
と
防

災
対
策
に
努
め
ま
す
。

酸
林
業
・
治
山
・
有
害
鳥
獣
対
策

　
森
林
の
整
備
・
保
全
に
つ
い
て

は
、
「
せ
た
な
町
森
林
整
備
計
画
」

に
基
づ
き
取
り
組
み
ま
す
。

　
一
般
民
有
林
に
つ
い
て
は
、
未

来
に
つ
な
ぐ
森
づ
く
り
推
進
事
業

を
活
用
し
、
除
間
伐
・
下
刈
・
作

業
路
・
間
伐
材
等
の
搬
出
な
ど
の

事
業
へ
の
補
助
に
よ
り
森
林
所
有

者
の
負
担
軽
減
を
図
り
、
計
画
的

な
森
林
整
備
の
促
進
を
図
り
ま

す
。
　
町
有
林
は
、
循
環
利
用
造
成
工

事
を
実
施
し
、
公
益
的
機
能
の
発

揮
を
図
る
と
と
も
に
、
森
林
づ
く

り
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農
林
水
産
物

等
の
被
害
と
捕
獲
数
は
増
加
傾
向

に
あ
る
こ
と
か
ら
、
ハ
ン
タ
ー
の

確
保
と
担
い
手
育
成
の
た
め
、
狩

猟
免
許
取
得
に
対
す
る
助
成
や
捕

獲
奨
励
金
の
継
続
を
図
る
ほ
か
、

関
係
機
関
と
連
携
し
た
効
果
的
な

対
策
を
講
じ
ま
す
。

酸
漁
業

　
前
浜
資
源
の
確
保
を
図
る
た

め
、
ウ
ニ
移
殖
事
業
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
町
単
独
事
業
と
し

て
実
施
す
る
ほ
か
、
檜
山
管
内
広

域
連
携
事
業
と
し
て
取
り
組
む
ニ

シ
ン
や
ナ
マ
コ
の
種
苗
放
流
に
つ

い
て
も
引
き
続
き
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
道
が
策
定
し
た
日
本
海

漁
業
振
興
基
本
方
針
を
基
調
に
、

持
続
可
能
な
漁
業
振
興
を
図
っ
て

行
く
た
め
、
所
得
の
向
上
や
経
営

の
効
率
化
に
向
け
た
取
組
を
行
う

漁
業
者
を
支
援
す
る
「
漁
業
チ
ャ

レ
ン
ジ
等
支
援
事
業
」
を
引
き
続

き
実
施
し
ま
す
。

　
水
産
種
苗
育
成
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
は
、
町
内
の
漁
業
者
か
ら
要

望
の
強
い
ア
ワ
ビ
、
ナ
マ
コ
の
種

苗
生
産
体
制
を
強
化
し
、
前
浜
資

源
の
確
保
と
経
営
の
安
定
に
向
け

た
支
援
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
者
自
ら
が
行
な
う

藻
場
の
保
全
活
動
な
ど
、
環
境
保

全
に
対
す
る
取
組
に
支
援
す
る
ほ

か
、
漁
業
資
源
を
守
る
た
め
の
密

漁
対
策
に
つ
い
て
も
、
町
密
漁
防

止
対
策
協
議
会
が
中
心
と
な
り
、

取
締
機
関
と
連
携
し
て
対
策
を
講

じ
ま
す
。

酸
漁
港
・
港
湾

　
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
携
を

図
り
な
が
ら
瀬
棚
港
修
築
事
業
や

漁
港
の
機
能
保
全
事
業
に
よ
り
、

施
設
の
適
切
な
整
備
と
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
貴
重
な
漁
業
資
源
で
あ

る
日
本
海
沿
岸
の
サ
ク
ラ
マ
ス
増

殖
を
図
る
た
め
に
は
、
河
川
環
境

の
整
備
が
重
要
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
既
設
砂
防
ダ
ム
等
の
堤
体
の

切
り
下
げ
を
関
係
機
関
に
粘
り
強

く
要
望
し
ま
す
。

酸
商
工
業

　
商
工
業
の
振
興
及
び
商
工
会
の

適
正
な
運
営
の
た
め
、
中
小
企
業

経
営
安
定
資
金
融
資
事
業
や
商
工

会
の
運
営
に
引
き
続
き
支
援
し
ま

す
。
　
ま
た
、
事
業
拡
大
や
新
規
開
業

な
ど
に
意
欲
的
に
取
り
組
む
商
業

者
な
ど
に
は
引
き
続
き
「
商
業

チ
ャ
レ
ン
ジ
等
支
援
事
業
」
に
よ

り
、
積
極
的
に
支
援
し
ま
す
。

酸
観
光
振
興

　
一
昨
年
、
せ
た
な
町
で
撮
影
さ

れ
た
『
そ
ら
の
レ
ス
ト
ラ
ン
』
が

今
春
、
待
望
の
全
国
公
開
さ
れ
ま

し
た
。
映
画
を
観
て
、
「
美
味
し

い
せ
た
な
、
楽
し
い
せ
た
な
、
美

し
い
せ
た
な
」
を
体
験
し
に
訪
れ

る
観
光
客
を
迎
え
る
体
制
を
、
包

括
連
携
協
定
を
結
ぶ
株
式
会
社
ク

リ

エ

イ

テ

ィ

ブ

オ

フ

ィ

ス

キ
ュ
ー
、
そ
し
て
観
光
協
会
と
連

携
し
な
が
ら
創
出
し
、
各
種
観
光

の
振
興
、
地
域
の
活
性
化
を
図
り

ま
す
。

　
ま
た
、
北
渡
島
檜
山
4
町
地
域

連
携
に
よ
る
「
食
」
と
「
観
光
」

の
取
組
や
、
せ
た
な
３
大
イ
ベ
ン

ト
へ
の
助
成
は
継
続
し
て
実
施

し
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る

特
産
品
の
開
発
や
磨
き
上
げ
、
販

路
の
拡
大
を
推
進
し
、
「
せ
た
な

ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
に
向
け
て
積

極
的
な
活
動
を
継
続
し
ま
す
。

　
温
泉
宿
泊
施
設
に
つ
い
て
は
、

指
定
管
理
者
制
度
に
よ
り
、
お
客

様
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
と
コ
ス
ト

の
削
減
を
図
り
、
適
正
な
運
営
と

施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
ま
す
。

酸
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　
西
大
里
地
区
で
の
民
間
事
業
者

に
よ
る
大
規
模
風
力
発
電
事
業
が

平
成
　
年
度
中
の
試
験
、
本
格
稼

３１

働
を
目
指
し
て
工
事
が
進
め
ら
れ

ま
す
。

　
ま
た
、
海
洋
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
整
備
法
が
成
立
し
、
洋
上
風

力
発
電
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
中
、
全
国
風
サ
ミ
ッ
ト
を
開
催

し
、
促
進
地
域
の
指
定
に
向
け
、

風
資
源
の
有
力
地
で
あ
る
せ
た
な

町
を
全
国
に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
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自
然
を
守
り
、
安
全
に
す
ご
せ
る
ま
ち

酸
水
道
事
業

　
災
害
時
な
ど
の
対
応
と
し
て
水

道
施
設
へ
の
非
常
用
発
電
機
設
置

工
事
及
び
老
朽
化
し
た
施
設
の
改

修
工
事
を
実
施
し
、
適
正
な
維
持

管
理
を
図
り
、
「
安
全
で
良
質
な

水
の
確
保
」
「
安
定
し
た
水
の
供

給
」
「
健
全
経
営
」
に
努
め
ま
す
。

酸
下
水
道
事
業

　
引
き
続
き
北
檜
山
市
街
地
の
排

水
対
策
と
し
て
雨
水
排
水
管
の
新

設
工
事
を
実
施
す
る
ほ
か
、
大
成

区
に
お
い
て
未
整
備
地
区
に
係
る

汚
水
管
の
新
設
工
事
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
下
水
処
理
場
や
各
ポ

ン
プ
所
の
適
正
な
維
持
管
理
を
実

施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
漁
業
集
落
排
水
施
設
に

つ
い
て
は
、
機
能
保
全
計
画
を
策

定
し
、
適
正
か
つ
安
定
し
た
汚
水

処
理
に
努
め
ま
す
。

酸
環
境
衛
生

　
地
域
の
良
好
な
環
境
を
保
つ
た

め
、
ご
み
の
不
法
投
棄
防
止
に
努

め
、
資
源
ご
み
回
収
奨
励
金
事
業

や
小
型
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を

引
き
続
き
実
施
す
る
ほ
か
、
北
部

桧
山
衛
生
セ
ン
タ
ー
組
合
に
お
け

る
ご
み
の
分
別
の
徹
底
や
資
源

化
・
減
量
化
に
よ
り
循
環
型
社
会

の
形
成
と
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
公
共
下
水
道
や
農
業
集

落
排
水
施
設
な
ど
が
未
整
備
の
地

域
に
お
け
る
生
活
排
水
対
策
に
つ

い
て
は
、
合
併
浄
化
槽
の
普
及
促

進
を
図
る
た
め
、
設
置
費
の
補
助

を
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

酸
消
防

　
消
防
職
員
の
資
質
の
向
上
を
図

り
、
災
害
等
へ
の
迅
速
な
対
応
が

で
き
る
よ
う
更
な
る
強
化
に
努
め

ま
す
。

酸
防
災

　
現
在
運
用
し
て
い
る
ア
ナ
ロ
グ

防
災
行
政
無
線
の
使
用
期
限
が
平

成
　
年
　
月
末
ま
で
と
な
っ
て
い

３４

１１

る
こ
と
か
ら
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
向

け
て
整
備
し
ま
す
。

　
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

は
地
域
の
被
害
を
軽
減
さ
せ
る
た

め
に
大
変
重
要
な
役
割
を
担
う
こ

と
か
ら
、
引
き
続
き
自
主
防
災
組

織
の
設
立
と
活
動
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

酸
河
川
の
整
備

　
河
川
の
内
水
被
害
対
策
と
し

て
、
１
級
河
川
後
志
利
別
川
の
河

道
掘
削
な
ど
が
実
施
さ
れ
る
ほ

か
、
道
費
河
川
に
お
い
て
も
太
櫓

川
、
真
駒
内
川
、
ト
ン
ケ
川
の
改

修
工
事
が
引
き
続
き
実
施
の
予
定

で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
事
業
が
早
期

完
成
と
な
る
よ
う
今
後
も
国
や
道

に
対
し
て
強
く
要
請
し
ま
す
。

　
ま
た
、
過
去
に
内
水
被
害
を
も

た
ら
し
た
他
の
河
川
の
早
急
な
対

応
に
つ
い
て
も
引
き
続
き
関
係
機

関
に
強
く
要
請
し
ま
す
。

酸
交
通
安
全
・
防
犯
・
消
費
者
対
策

　
交
通
安
全
の
推
進
は
、
町
民
一

人
ひ
と
り
の
交
通
安
全
意
識
の
高

揚
を
図
る
と
と
も
に
、
交
通
事
故

撲
滅
に
向
け
、
交
通
安
全
教
育
な

ど
の
取
組
を
一
層
推
進
し
ま
す
。

　
防
犯
運
動
は
、
新
た
に
公
共
施

設
へ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
、
警

察
署
を
は
じ
め
関
係
機
関
と
の
連

携
の
も
と
、
防
犯
意
識
の
高
揚
を

図
る
と
と
も
に
、
近
年
多
様
化
し

て
い
る
特
殊
詐
欺
な
ど
の
被
害
防

止
の
た
め
の
情
報
提
供
や
啓
発
活

動
に
努
め
ま
す
。

　
消
費
者
対
策
は
、
消
費
者
か
ら

の
苦
情
相
談
に
適
切
に
対
応
す
る

相
談
窓
口
の
充
実
や
消
費
者
教
育

の
推
進
、
消
費
者
被
害
防
止
の
啓

発
活
動
な
ど
に
取
り
組
み
ま
す
。

酸
町
有
施
設
の
解
体

　
周
辺
環
境
に
配
慮
し
、
老
朽
化

し
た
旧
う
ど
ま
り
荘
の
ほ
か
、
用

途
を
終
え
た
施
設
や
教
職
員
住
宅

な
ど
の
解
体
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
適
切
な
管
理
が
行
わ
れ

ず
周
辺
環
境
に
深
刻
な
影
響
を
及

ぼ
す
空
家
等
の
対
策
と
し
て
、
認

定
さ
れ
た
特
定
空
家
の
解
体
に
対

し
助
成
を
実
施
し
ま
す
。

だ
れ
も
が
便
利
さ
を
実
感
で
き
る
ま
ち

酸
道
路
交
通
網
の
整
備

　
快
適
な
住
環
境
の
整
備
を
図
り

定
住
を
推
し
進
め
る
ほ
か
、
物
流

の
促
進
、
観
光
振
興
、
高
次
医
療

機
関
へ
の
救
急
車
輛
に
よ
る
搬
送

な
ど
を
考
慮
し
、
広
域
的
な
幹
線

道
路
と
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

に
努
め
ま
す
。

　
国
道
の
整
備
は
、
地
域
経
済
の

発
展
は
も
と
よ
り
、
ま
ち
づ
く
り

の
推
進
に
不
可
欠
で
あ
る
た
め
、

地
域
高
規
格
道
路
「
渡
島
半
島
横

断
道
路
」
及
び
国
道
２
２
９
号
の

美
谷
防
災
な
ど
の
整
備
促
進
、
早

期
完
成
に
つ
い
て
、
関
係
機
関
に

引
き
続
き
要
請
し
ま
す
。

　
道
道
の
整
備
は
、
北
檜
山
大
成

線
の
狭
隘
箇
所
の
改
良
や
越
波
対

策
の
事
業
推
進
を
は
じ
め
、
緊
急

時
に
２
次
及
び
３
次
医
療
圏
へ
の

搬
送
道
路
と
な
る
八
雲
北
檜
山
線

の
落
石
防
止
や
雪
崩
対
策
な
ど
が

早
期
に
完
成
す
る
よ
う
関
係
機
関

に
引
き
続
き
要
請
し
ま
す
。

　
町
道
橋
の
整
備
は
、
橋
梁
長
寿

命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
八
千
代

橋
の
補
修
工
事
を
行
い
、
今
後
の

維
持
管
理
費
の
縮
減
を
図
り
ま

す
。
　
町
道
は
町
民
に
身
近
な
道
路
の

た
め
、
引
き
続
き
舗
装
の
補
修
や

道
路
排
水
、
防
護
柵
の
改
修
、
除

草
、
除
雪
な
ど
維
持
管
理
に
努
め

る
ほ
か
、
平
成
　
年
度
か
ら
着
手

２９

し
て
い
る
町
道
公
園
通
３
号
線
の

改
良
舗
装
事
業
が
本
年
度
で
最
終

年
と
な
り
、
新
た
な
生
活
道
路
と

し
て
整
備
が
図
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
か
ら
の
強
い
要
望

が
あ
る
町
道
防
雪
柵
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
丹
羽
地
区
及
び
愛
知
地

区
に
お
い
て
雪
況
調
査
を
行
い
、

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活

用
し
た
事
業
化
に
向
け
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

酸
住
環
境
の
整
備

　
各
町
営
住
宅
な
ど
の
状
況
を
確

認
し
、
改
修
工
事
を
実
施
し
な
が

ら
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
る
と

と
も
に
、
町
営
住
宅
等
長
寿
命
化

計
画
に
基
づ
き
、
川
沿
団
地
の
屋

上
防
水
改
修
や
丹
羽
団
地
の
解
体

工
事
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
移
住
定
住
人
口
の
確
保

な
ど
を
目
的
に
、
良
質
な
賃
貸
住

宅
の
供
給
を
促
進
す
る
た
め
、
賃

貸
住
宅
整
備
支
援
事
業
を
創
設
し

ま
す
。

酸
公
共
交
通

　
太
櫓
線
の
路
線
バ
ス
と
患
者
輸

送
バ
ス
を
廃
止
し
、
ス
ク
ー
ル
バ

ス
と
の
一
部
統
合
や
、
予
約
運
行

と
な
る
デ
マ
ン
ド
バ
ス
の
本
格
運

行
を
実
施
し
ま
す
。

　
ま
た
、
須
築
線
に
つ
い
て
も
デ

マ
ン
ド
バ
ス
と
し
て
運
行
す
る
こ

と
と
し
、
引
き
続
き
せ
た
な
町
地

域
公
共
交
通
網
形
成
計
画
に
基
づ

き
、
効
率
的
か
つ
利
用
者
の
利
便

性
を
高
め
る
公
共
交
通
の
形
成
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

学
び
や
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
ま
ち

酸
教
育

　
教
育
委
員
会
や
関
係
機
関
と
の

連
携
の
も
と
、
基
礎
学
力
の
定
着

を
は
じ
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用

し
た
教
育
や
道
徳
教
育
、
外
国

語
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

進
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
ふ
る
さ

と
へ
の
誇
り
と
愛
着
を
持
ち
、
夢

と
希
望
を
抱
き
な
が
ら
、
自
ら
学

ぼ
う
と
す
る
意
欲
が
育
ま
れ
る
よ

う
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
全
体
が
潤
い
と
活

力
に
満
ち
、
豊
か
な
人
間
性
と
文

化
を
育
む
町
づ
く
り
を
進
め
て
い

く
た
め
に
、
生
涯
学
習
の
理
念
に

沿
っ
て
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
自

己
の
充
実
や
生
活
向
上
に
向
け
、

主
体
的
に
学
び
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

み
ん
な
の
創
意
工
夫
が
光
る
ま
ち

酸
町
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

　
町
民
主
体
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
「
せ
た
な
町

地
域
活
動
等
推
進
事
業
」
を
継
続

し
て
実
施
し
ま
す
。

　
町
内
会
組
織
な
ど
と
の
連
携
に

お
い
て
は
、
引
き
続
き
防
犯
灯
の

電
気
料
金
を
助
成
し
、
町
内
会
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
町
内
会

と
各
種
団
体
が
創
意
工
夫
に
よ
り

自
ら
考
え
、
実
践
し
、
自
治
会
活

動
の
自
主
性
と
活
性
化
を
促
進
す

る
「
地
域
連
携
事
業
」
を
引
き
続

き
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
広
域
連
携
事
業
で
は
、
２
次
医

療
圏
域
で
あ
る
北
渡
島
檜
山
４
町

で
、
観
光
・
物
産
に
係
る
事
業
展

開
や
誘
客
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、

ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
交
流
な
ど
の
取

組
を
継
続
し
て
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
檜
山
管
内
７
町
の
活
性

化
を
図
る
た
め
、
東
京
都
大
田
区

と
の
連
携
事
業
を
引
き
続
き
実
施

し
、
食
と
観
光
フ
ェ
ア
や
観
光
モ

ニ
タ
ー
ツ
ア
ー
な
ど
に
よ
り
交
流

人
口
の
増
加
と
地
域
の
Ｐ
Ｒ
に
取

り
組
み
ま
す
。
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予算

予算金額等特別会計

1３億2,391万8千円 国民健康保険事業特別会計

1億5,107万円 後期高齢者医療特別会計

10億2,761万4千円 介護保険事業特別会計

6,281万8千円 介護サービス事業特別会計

3億2,035万6千円 簡易水道事業特別会計

1,525万5千円 営農用水道等事業特別会計

3億6,551万3千円 公共下水道事業特別会計

1,462万1千円 漁業集落排水事業特別会計

5,049万1千円 風力発電事業特別会計

192万5千円 瀬棚港旅客施設事業特別会計

■平成３1年度通常予算が成立しました
　平成31年度の予算が3月議会で認められ、一般会計は87億1,367万6千

円（前年度通常予算と比べ3億1,438万5千円、3.5％の減額）を町づく

りの経費としてスタートすることになりました。

　今まで同様、事務の見直しをはじめ、さまざまな改革に取り組み、町

の規模にあった財政運営を進めます。

平成31年度

予算金額等企業会計

13億1,907万7千円 収益的収支
病院事業会計

3,462万9千円 資本的支出

内　　容項　　目

町民税、固定資産税、軽自動車税など 町税

収

入

公共施設などの使用料、各種証明手数料など使用料・手数料

積み立てている基金から使われる財源など 繰入金

特定の利益を受けた（受ける）人からの負担金など 分担金・負担金

地方公共団体の財政力に応じて、国税から一定の基準により配分される財源地方交付税

国や銀行などからの借入金町債

特定の事業に対して国や北海道から交付される財源国庫支出金・道支出金

土地・建物貸付収入、前年度の繰越金など その他

借入金の返済にかかる経費 公債費

支

出

職員の給料、議員報酬など人件費

高齢者・児童・心身障害者などに行っている様 な々支援に要する経費 扶助費

道路・学校などの公共施設の新増設事業を行う経費など 普通建設事業費

各団体に対する助成金や一部事務組合への負担金など補助費

賃金・旅費・需用費・役務費など物件費

道路や河川などの維持的な経費維持補修費

特別会計への繰出金や基金への積立金など その他

酸一般会計
町の会計の中心をなすもので、行政運営の
基本的な経費が組まれている会計

酸特別会計・企業会計
一般会計に対して、特定の事業を区別して
別個に処理するための会計　
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学
校
教
育
の
推
進
　
　
　
　
　
　
  

酸
学
校
経
営

　
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
中
心
と

な
る
学
校
、
子
育
て
の
基
盤
と
な

る
家
庭
、
人
間
性
や
社
会
性
を
身

に
付
け
る
場
と
な
る
地
域
が
連
携

を
図
り
、
学
校
運
営
協
議
会
委
員

な
ど
の
声
を
学
校
運
営
に
積
極
的

に
反
映
さ
せ
、
地
域
と
協
働
し
て

子
ど
も
た
ち
を
育
む
、
地
域
に
根

ざ
し
た
学
校
づ
く
り
が
推
進
さ
れ

る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

酸
教
育
課
程

　
小
中
学
校
で
は
、
学
習
指
導
要

領
に
基
づ
き
、「
確
か
な
学
力
」、

「
豊
か
な
心
」、「
健
や
か
な
体
」
を

育
む
教
育
課
程
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く

編
成
し
つ
つ
、
学
力
・
体
力
向
上
に

向
け
た
取
り
組
み
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
、

本
町
の
豊
か
な
自
然
・
歴
史
・
文
化

を
学
ぶ
ふ
る
さ
と
教
育
や
、
職
場

体
験
な
ど
を
通
し
て
自
分
の
生
き

方
や
進
路
に
つ
い
て
考
え
る
キ
ャ

リ
ア
教
育
を
推
進
し
ま
す
。

　
ま
た
、
外
国
語
活
動
の
充
実
に

努
め
る
と
と
も
に
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
を
全
て
の
小
中
学

校
に
設
置
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た

ち
が
地
域
社
会
や
世
界
に
目
を
向

け
、
向
き
合
い
、
関
わ
り
あ
い
な
が

ら
、
こ
れ
か
ら
の
よ
り
よ
い
社
会

を
創
り
出
す
「
社
会
に
開
か
れ
た
教

育
課
程
」
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

酸
学
習
指
導

　「
確
か
な
学
力
」
の
育
成
に
つ
い

て
は
、
児
童
生
徒
の
発
達
段
階
に

応
じ
た
指
導
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活

用
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
学

ぶ
こ
と
に
興
味
を
持
ち
、
楽
し
さ

を
感
じ
な
が
ら
基
礎
学
力
を
確
実

に
身
に
つ
け
る
た
め
の
学
習
環
境

の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
家

庭
と
連
携
し
、
家
庭
学
習
の
定
着

を
図
る
な
ど
学
習
習
慣
を
育
む
取

り
組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　
学
力
向
上
で
は
、
チ
ャ
レ
ン
ジ

テ
ス
ト
や
各
学
校
で
作
成
す
る
学

力
向
上
改
善
プ
ラ
ン
を
活
用
し
、

学
力
向
上
を
目
指
す
と
と
も
に
、

授
業
の
工
夫
・
改
善
の
取
り
組
み
が

途
切
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
適
切

な
支
援
を
行
い
ま
す
。

　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
で
は
、
授
業
や
学

習
発
表
会
な
ど
の
学
校
行
事
で
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
が
積
極
的
に
活
用
さ
れ

て
い
ま
す
。
児
童
生
徒
が
授
業
に

集
中
し
て
い
る
様
子
が
見
受
け
ら

れ
る
な
ど
、
授
業
な
ど
で
の
工
夫
・

改
善
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
に
お
い
て
は
、
全

３１

小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
の
Ｏ
Ｓ
を

ア
ッ
プ
グ
レ
ー
ド
す
る
他
、
小
学

校
の
児
童
用
パ
ソ
コ
ン
の
更
新
と

タ
ブ
レ
ッ
ト
を
導
入
し
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
し
た
授
業
改
善
の
推
進
と

教
育
の
質
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

　
外
国
語
教
育
で
は
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外

国
語
指
導
助
手
）、
Ｊ
‐
Ａ
Ｌ
Ｔ
を

派
遣
し
、
児
童
生
徒
の
英
語
力
の

一
層
の
充
実
と
向
上
に
努
め
ま
す
。

　
総
合
的
な
学
習
の
時
間
に
お
い

て
は
、
身
近
な
自
然
環
境
や
地
域

の
特
色
を
生
か
し
た
ふ
る
さ
と
教

育
、
地
域
人
材
を
活
用
し
た
体
験

活
動
、
Ａ
Ｌ
Ｔ
と
の
ふ
れ
あ
い
を

通
し
た
異
文
化
交
流
等
を
推
進
し

ま
す
。

酸
道
徳
教
育

　
北
海
道
版
道
徳
教
材
「
き
た
も
の

が
た
り
」
を
授
業
に
活
用
し
、
瀬
棚

町
で
開
業
し
地
域
に
貢
献
し
た
荻

野
吟
子
女
史
の
生
き
方
を
学
ぶ
と

と
も
に
、
命
を
大
切
に
す
る
心
な

ど
、
豊
か
な
人
間
性
と
社
会
性
を

育
み
ま
す
。

　
ま
た
、
道
徳
推
進
教
諭
を
中
心

に
、
授
業
の
改
善
・
充
実
に
努
め
る

と
と
も
に
、
参
観
日
等
で
道
徳
の

授
業
を
公
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

酸
生
徒
指
導

　
管
理
職
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の

も
と
、
全
教
職
員
に
よ
る
生
徒
指

導
体
制
と
組
織
的
な
対
応
を
図
り

つ
つ
、
保
護
者
や
関
係
機
関
と
連

携
を
密
に
し
た
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　
い
じ
め
や
不
登
校
な
ど
に
は
、

定
期
的
な
ア
ン
ケ
ー
ト
、
教
育
相

談
、
家
庭
訪
問
な
ど
を
実
施
し
、
実

態
把
握
に
努
め
つ
つ
、
小
中
学
校
、

保
護
者
や
関
係
機
関
等
と
連
携
の

も
と
に
迅
速
な
対
応
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
小
学
生
の
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
所
持
率
の
増
加
、
家
庭
な

ど
で
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境
の

普
及
に
と
も
な
い
、
ネ
ッ
ト
ト
ラ

ブ
ル
等
に
つ
い
て
関
係
機
関
と
の

連
携
強
化
を
図
り
、
危
険
性
を
子

ど
も
た
ち
に
指
導
し
な
が
ら
、
教

育
委
員
会
が
示
し
た
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
や
ゲ
ー
ム
機
等
の
使
用
に

関
す
る
「
基
本
的
な
ル
ー
ル
」
を
基

に
、
家
庭
で
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を

進
め
る
な
ど
、
保
護
者
へ
の
啓
発

に
努
め
ま
す
。

酸
健
康
・
安
全
教
育

　
児
童
生
徒
の
健
全
な
育
成
に
は
、

規
則
正
し
い
生
活
と
運
動
習
慣
が

基
本
と
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

家
庭
と
連
携
し
テ
レ
ビ
や
ゲ
ー
ム

の
視
聴
時
間
の
見
直
し
や
「
早
寝
・

早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」
の
励
行
な
ど

の
生
活
習
慣
の
改
善
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、「
ど
さ
ん
子
元
気
ア
ッ

プ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」
な
ど
に
取
り
組

み
、
運
動
習
慣
の
定
着
と
体
力
向

上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
た
ア
レ
ル

ギ
ー
研
修
会
を
開
催
し
、
児
童
生

徒
の
健
康
・
安
全
の
確
保
に
努
め
ま

す
。
　
食
育
で
は
、
給
食
時
間
で
の
給

食
指
導
、
学
校
栄
養
教
諭
に
よ
る

食
に
関
す
る
指
導
、
給
食
だ
よ
り

等
に
よ
る
家
庭
へ
の
啓
発
・
連
携
な

ど
を
通
し
食
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
の
定
着
を

図
る
と
と
も
に
、
全
て
の
食
材
を

せ
た
な
産
で
賄
う
給
食
の
日
を
設

定
す
る
な
ど
、
積
極
的
に
地
場
産

物
を
利
用
し
た
給
食
の
提
供
や
、

農
協
な
ど
の
協
力
に
よ
る
料
理
教

室
等
を
通
じ
て
、
食
へ
の
感
謝
の

気
持
ち
を
醸
成
す
る
指
導
の
充
実

に
努
め
ま
す
。

　
安
全
教
育
に
つ
い
て
は
、
不
審

者
、
交
通
事
故
や
災
害
な
ど
か
ら

児
童
生
徒
が
主
体
的
に
安
全
な
行

動
を
と
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

警
察
な
ど
と
連
携
を
図
り
、
交
通

安
全
教
室
、
防
災
教
室
な
ど
各
種

教
室
を
開
催
し
、
危
険
予
測
・
危
険

回
避
能
力
な
ど
を
身
に
つ
け
さ
せ

る
安
全
指
導
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

酸
特
別
支
援
教
育

　
保
護
者
と
の
共
通
理
解
を
基
に

各
教
育
機
関
と
連
携
し
、
個
別
の

教
育
支
援
・
指
導
計
画
を
作
成
し
、

適
切
な
支
援
・
指
導
に
取
り
組
み
ま

す
。
　
ま
た
、
小
中
学
校
の
普
通
学
級

で
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
児

童
生
徒
に
対
し
て
は
、
特
別
支
援

教
育
支
援
員
な
ど
を
配
置
し
、
発

達
段
階
に
応
じ
た
支
援
・
指
導
に
努

め
る
と
と
も
に
、
保
育
所
・
認
定
こ

ど
も
園
と
情
報
共
有
を
図
り
ま
す
。

酸
幼
児
教
育

　
認
定
こ
ど
も
園
と
連
携
し
、
園

児
一
人
ひ
と
り
の
発
達
段
階
や
特

「
ふ
る
さ
と
を
愛
し
、
潤
い
と
活
力
あ
ふ
れ
る
人
間
性
豊
か
な
心
を
育
む
」

　
　
　
　
　
こ
と
を
基
調
に
、
学
校
教
育
、
社
会
教
育
の
推
進
に
努
め
ま
す

第
1
回
せ
た
な
町
議
会
定
例
会
で
成
田
教
育
長
が
示
し
た
、
せ
た
な
の
教
育
の
目
指
す
姿
と
取
組
を
お
伝
え
し
ま
す
。

平成31年度暫教育行政執行方針

平成２７年度に策定した「第２次せ　平成２７年度に策定した「第２次せたた
な町教育推進計画」の最終年度を迎な町教育推進計画」の最終年度を迎ええ
ることから、第２次計画の評価とることから、第２次計画の評価ととと
もに「第３次せたな町教育推進計画もに「第３次せたな町教育推進計画」」
の策定に向けて教育関係機関や団の策定に向けて教育関係機関や団体体
などの意見を徴しながら計画づくなどの意見を徴しながら計画づくりり
に取り組みますに取り組みます。。
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性
を
踏
ま
え
、
遊
び
や
様
々
な
体

験
を
積
み
重
ね
て
い
く
中
で
基
本

的
な
生
活
習
慣
や
自
立
性
、
協
調

性
、
人
と
関
わ
る
力
が
身
に
つ
く

よ
う
教
育
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　
ま
た
、
認
定
こ
ど
も
園
や
保
育

所
か
ら
小
学
校
へ
の
円
滑
な
生
活
・

学
習
環
境
の
移
行
を
図
る
た
め
、

体
験
入
学
や
交
流
学
習
を
年
間
指

導
計
画
に
位
置
づ
け
、
幼
児
教
育

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

酸
教
職
員
の
資
質
向
上

　
町
民
・
保
護
者
の
学
校
教
育
に
対

す
る
期
待
に
応
え
る
た
め
、
校
内

研
修
を
は
じ
め
、
町
教
育
研
究
会

等
の
活
動
の
充
実
や
各
種
研
修
会

へ
の
積
極
的
な
参
加
、
学
校
視
察

の
実
施
な
ど
、
教
職
員
が
相
互
に

教
育
実
践
力
を
高
め
る
研
修
活
動

の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
教
職
員
の
服
務
規
律
の
保
持
に

つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
も
注
意
喚
起

し
て
き
ま
し
た
が
、
北
檜
山
中
学

校
に
お
い
て
盗
撮
事
件
が
起
き
る

な
ど
町
民
の
信
頼
を
失
う
不
祥
事

が
あ
り
ま
し
た
。
二
度
と
こ
の
よ

う
な
こ
と
が
な
い
よ
う
教
育
公
務

員
と
し
て
の
自
覚
を
促
す
と
と
も

に
、
体
罰
や
交
通
違
反
等
の
不
祥

事
防
止
、
法
令
遵
守
に
よ
る
服
務

規
律
の
徹
底
を
図
り
ま
す
。

酸
教
育
環
境
の
整
備

　
平
成
　
年
度
は
改
修
工
事
と
し

３１

て
、
瀬
棚
中
学
校
の
普
通
教
室
外

部
建
具
改
修
工
事
及
び
高
圧
受
電

設
備
改
修
工
事
、
久
遠
小
学
校
の

ト
イ
レ
改
修
工
事
及
び
体
育
館
暖

房
パ
ネ
ル
改
修
工
事
等
を
予
定
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
成
績
管
理
な
ど
の
児
童
・

生
徒
情
報
を
扱
う
校
務
支
援
シ
ス

テ
ム
を
小
学
校
に
導
入
し
、
業
務

の
効
率
化
を
図
る
と
と
も
に
、
教

職
員
の
事
務
負
担
の
軽
減
を
図
り

ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
緊
急
性
や
重
要
性

な
ど
を
考
慮
し
な
が
ら
安
全
な
教

育
施
設
の
維
持
、
管
理
に
努
め
ま

す
。

社
会
教
育
の
推
進
　
　
　
　
　
　
  

酸
幼
児
教
育

　
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
や
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
協
力
に
よ
る
、

絵
本
、
紙
芝
居
な
ど
の
読
み
聞
か

せ
事
業
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
子
育
て
講
座
や
幼
児
英

会
話
教
室
な
ど
、
親
子
で
体
験
で

き
る
ふ
れ
あ
い
事
業
を
充
実
さ
せ

な
が
ら
、
子
育
て
サ
ー
ク
ル
な
ど

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
を
進
め

ま
す
。

酸
少
年
教
育

　
農
漁
業
体
験
を
通
し
た
ふ
る
さ

と
学
習
の
推
進
を
図
り
ま
す
。
平

成
　
年
度
は
、
新
函
館
農
業
協
同

３１
組
合
若
松
基
幹
支
店
の
協
力
の
も

と
、
農
作
物
の
植
え
付
け
か
ら
収

穫
・
調
理
ま
で
の
体
験
を
通
じ
て
、

ふ
る
さ
と
の
「
産
業
」・「
食
」
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
ま
す
。

　
ま
た
、「
ア
ー
ト
教
室
」
や
芸
術

鑑
賞
事
業
「
舞
台
劇
」
等
を
開
催
し
、

児
童
生
徒
の
豊
か
な
感
性
を
培
う

と
と
も
に
、
放
課
後
や
休
日
学
習

を
拡
充
し
、
町
内
出
身
の
大
学
生

等
の
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
地
域

住
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
得

な
が
ら
学
び
の
場
の
提
供
に
努
め

ま
す
。

　
各
種
事
業
は
、
随
時
、
檜
山
北
高

等
学
校
と
連
携
し
、
高
校
生
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
た
リ
ー

ダ
ー
育
成
を
進
め
ま
す
。

酸
青
年
・
成
人
教
育

　
趣
味
・
教
養
に
関
す
る
学
習
機
会

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
個
人
や

グ
ル
ー
プ
の
学
習
ニ
ー
ズ
に
対
す

る
支
援
体
制
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

　
平
成
　
年
度
は
、
若
者
を
中
心

３１

と
し
た
集
い
・
交
流
事
業
を
継
続

し
、
自
主
的
な
地
域
活
動
の
取
り

組
み
を
進
め
ま
す
。

　
ま
た
、
地
域
の
課
題
解
決
や
、
子

ど
も
を
地
域
全
体
で
育
て
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
学
習
機
会
を
定
期

的
に
提
供
す
る
と
と
も
に
、
町
内

全
て
の
学
校
に
設
置
さ
れ
る
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
の
円
滑
な

運
営
を
支
援
す
る
た
め
、
地
域
学

校
協
働
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

酸
高
齢
者
教
育

　
活
動
拠
点
と
し
て
各
区
に
高
齢

者
大
学
を
開
設
し
、
多
様
な
学
習

機
会
の
提
供
や
、
異
世
代
交
流
事

業
や
合
同
事
業
等
、
生
き
が
い
に

つ
な
が
る
学
習
活
動
の
充
実
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
長
年
培
っ
て
き
た
豊
か

な
知
識
や
技
術
を
活
用
し
、
学
校

授
業
や
社
会
教
育
事
業
に
お
け
る

人
材
活
用
を
図
り
ま
す
。

酸
芸
術
・
文
化

　
芸
術
鑑
賞
事
業
実
行
委
員
会
に

よ
る
、
幅
広
い
分
野
の
芸
術
文
化

鑑
賞
事
業
へ
の
支
援
の
他
、
文
化

講
演
会
、
文
化
協
会
と
の
連
携
に

よ
る
カ
ル
チ
ャ
ー
教
室
や
町
民
文

化
祭
な
ど
、
誰
も
が
参
加
で
き
る

機
会
の
充
実
を
図
り
芸
術
・
文
化
の

振
興
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
町
民
の
日
常
的
な
文
化

活
動
の
発
表
機
会
と
し
て
、
社
会

教
育
施
設
等
に
お
い
て
町
民
ギ
ャ

ラ
リ
ー
展
を
開
催
し
ま
す
。

酸
文
化
財
の
保
護

　
町
の
貴
重
な
文
化
財
等
は
、
郷

土
館
や
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
等
に

て
適
正
な
維
持
管
理
に
よ
る
保
護
・

保
存
、
調
査
研
究
及
び
情
報
発
信

に
努
め
る
と
と
も
に
、
文
化
財
に

関
わ
る
定
期
的
な
展
示
会
や
特
別

展
の
開
催
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
文
化
財
の
保
護
思
想
の

普
及
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ア
イ

ヌ
文
化
な
ど
の
北
海
道
史
に
関
わ

る
学
習
機
会
や
文
化
財
を
活
用
し

た
体
験
事
業
な
ど
を
通
し
て
ふ
る

さ
と
学
習
を
推
進
し
ま
す
。

酸
国
際
交
流

　
平
成
　
年
度
か
ら
実
施
し
て
い

３０

る
海
外
派
遣
事
業
は
、
中
学
生
を

対
象
と
し
て
海
外
文
化
に
身
近
に

触
れ
る
な
ど
、
様
々
な
体
験
を
通

し
て
国
際
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
地
域
で
の
英
会

話
教
室
は
、
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま

で
レ
ベ
ル
に
応
じ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
北
渡
島

檜
山
４
町
地
域
連
携
事
業
と
し
て

「
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
」
を

継
続
し
、
４
町
の
小
中
学
生
が
宿

泊
研
修
を
通
し
て
外
国
文
化
と
ふ

れ
あ
う
機
会
を
提
供
し
ま
す
。

酸
読
書
活
動

　
各
図
書
施
設
に
お
い
て
気
軽
に

本
と
ふ
れ
あ
う
機
会
を
提
供
す
る

「
図
書
館
d
e
カ
フ
ェ
」
や
、「
読
み

聞
か
せ
会
」
な
ど
の
図
書
館
事
業
を

充
実
さ
せ
る
と
と
も
に
、
リ
ク
エ

ス
ト
対
応
な
ど
日
常
的
な
サ
ー
ビ

ス
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

　
ま
た
、
５
ヶ
年
計
画
の
２
年
目

と
な
る
「
せ
た
な
町
子
ど
も
の
読
書

推
進
計
画
」
を
基
本
に
、
幼
児
期
か

ら
の
読
書
活
動
の
推
進
を
図
り
つ

つ
、
各
学
校
に
学
校
図
書
室
支
援

員
を
派
遣
し
、
児
童
・
生
徒
の
最
も

身
近
な
読
書
環
境
の
整
備
と
読
書

活
動
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

酸
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

　
誰
も
が
そ
れ
ぞ
れ
の
ラ
イ
フ
ス

テ
ー
ジ
に
応
じ
て
、
い
つ
で
も
、
ど

こ
で
も
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

む
こ
と
が
で
き
る
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　
幼
児
期
は
、
多
様
な
動
き
や
体

力
・
運
動
能
力
の
基
礎
を
培
う
た
め

の
運
動
教
室
事
業
、
認
定
こ
ど
も

園
・
保
育
所
等
へ
の
訪
問
指
導
、
保

護
者
・
保
育
士
等
を
対
象
と
し
た
指

導
者
講
習
会
を
継
続
し
、
幼
児
が

楽
し
く
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き

る
学
習
機
会
を
提
供
す
る
と
と
も

に
、
幼
児
期
の
運
動
教
室
事
業
を

継
続
し
て
取
り
組
め
る
よ
う
、
小

学
生
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
の

充
実
に
努
め
ま
す
。

　
少
年
期
は
、
学
校
・
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
と
連
携
し
た
ス
ポ
ー
ツ
実
技

教
室
や
、
北
海
道
の
プ
ロ
チ
ー
ム

に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
ク
リ
ニ
ッ
ク
事

業
な
ど
、
技
術
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

に
関
わ
る
学
習
機
会
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

　
健
康
志
向
へ
の
高
ま
り
に
対
応

す
る
た
め
、
身
体
の
ケ
ア
や
楽
し

み
な
が
ら
歩
く
こ
と
な
ど
、
健
康

づ
く
り
を
目
的
と
し
た
講
座
を
開

催
す
る
と
と
も
に
、
気
軽
に
取
り

組
め
る
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
を
図

り
ま
す
。

　「
み
ん
な
で
歩
こ
う
会
」
は
、
町

内
外
に
広
く
情
報
を
発
信
し
、
参

加
者
の
交
流
を
深
め
ま
す
。
ま
た
、

ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
等
を
対
象
と
し

た
研
修
機
会
の
提
供
、
ス
ポ
ー
ツ

指
導
の
環
境
整
備
に
努
め
ま
す
。

　
平
成
　
年
７
月
オ
ー
プ
ン
予
定

３１

の
せ
た
な
町
民
プ
ー
ル
に
つ
い
て

は
、
幼
児
や
初
心
者
を
対
象
と
し

た
水
泳
教
室
や
定
期
的
な
水
中
運

動
講
座
等
を
実
施
す
る
ほ
か
、
北

翔
大
学
と
連
携
を
図
り
、
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
関
わ

る
事
業
を
開
催
す
る
な
ど
、
プ
ー

ル
施
設
の
利
用
拡
大
に
努
め
ま
す
。

酸
海
洋
ス
ポ
ー
ツ

　
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
は
、「
水
に
賢
い

子
ど
も
を
育
む
年
間
型
活
動
プ
ロ

グ
ラ
ム
」
を
各
区
に
お
い
て
展
開

し
、
地
域
の
身
近
な
教
育
資
源
を

活
用
し
た
ふ
る
さ
と
学
習
を
推
進

す
る
と
と
も
に
、
着
衣
泳
・
ラ
イ
フ

セ
ー
ビ
ン
グ
な
ど
「
水
辺
の
安
全
」

に
関
す
る
学
習
機
会
の
提
供
に
努

め
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｂ
＆
Ｇ
セ
ン
タ
ー
・
イ
ン

ス
ト
ラ
ク
タ
ー
を
養
成
す
る
た
め
、

沖
縄
県
へ
の
研
修
会
派
遣
や
、
町

独
自
の
Ｂ
＆
Ｇ
リ
ー
ダ
ー
養
成
講

習
会
を
開
催
し
、
多
く
の
リ
ー

ダ
ー
養
成
と
指
導
体
制
の
充
実
を

図
る
と
と
も
に
、
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
ク

ラ
ブ
や
指
導
者
会
と
の
連
携
の
も

と
で
海
洋
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努

め
ま
す
。

酸
社
会
体
育
施
設
の
整
備

　
平
成
　
年
度
は
、
せ
た
な
町
民

３１

プ
ー
ル
の
７
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け

た
準
備
を
進
め
ま
す
。

　
こ
の
ほ
か
、
緊
急
性
や
重
要
性

を
考
慮
し
な
が
ら
社
会
体
育
施
設

の
適
切
な
維
持
、
管
理
に
努
め
ま

す
。

平成31年度暫教育行政執行方針
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　平成29年度決算に基づくせたな町の「健全化判断比率」及び「公営企業資金不足比
率」は、事務事業の見直しや起債の繰上償還などの取り組みにより、前年度と比較す
ると実質公債費比率で0.6％減の7.8％となりました。
総務省のホームページには全国版の健全化判断比率等（確報値）が掲載されています。
（平成30年11月30日報道資料）
　http://www.soumu.go.jp/menu_news/s-news/01zaisei07_02000239.html

用 語 説 明

酸健全化判断比率
実質赤字比率、連結実
質赤字比率、実質公債
費比率及び将来負担比
率の四つの財政指標の
総称です。

酸実質赤字比率
せたな町の普通会計を
対象とした実質赤字額
の標準財政規模に対す
る比率です。

酸連結実質赤字比率
公営企業会計を含むせ
たな町の全会計を対象
とした実質赤字額又は
資金の不足額の標準財
政規模に対する比率で
す。

酸実質公債費比率
せたな町の全会計及び
一部事務組合（北部桧山
衛生センター組合など）
が負担する元利償還金
及び準元利償還金の標
準財政規模を基本とし
た額に対する比率です。

酸将来負担比率
せたな町の全会計、一
部事務組合及び第三セ
クター（温泉ホテルきた
ひやまなど）が将来負担
すべき実質的な負債の
標準財政規模に対する
比率です。

酸標準財政規模
標準的な税収入額と地
方道路譲与税などの交
付金に地方交付税を加
えた額で、標準的な行
政サービスを行うため
の一般財源の規模を示
す金額です。

酸資金不足比率
せたな町の特別会計で
ある病院事業や簡易水
道事業などの各公営企
業の営業収益（料金収入
など）と事業規模とを比
較した比率で、経営状
況の深刻度を表す指標
です。

増減H29年度H28年度健全化判断比率
― ― ― 実質赤字比率
― ― ― 連結実質赤字比率

△0.6％7.8％8.4％実質公債費比率
― ― ―将来負担比率

財政再生基準早期健全化基準
20.0％14.47％
30.0％19.47％
35.0％25.0％
― 350.0％

資金不足比率資金不足額・剰余金区分公営企業資金不足比率
― 7億1,542万円 法適用病院事業
― 1,370万円 

法非適用

簡易水道事業
― 295万円 公共下水道事業
― 11万円 漁業集落排水事業
― 250万円 風力発電事業

経営健全化基準

20.0％

※法とは…「地方公営企業法」

健全化判断基準

せたな町の財政を年収350万円の家庭に例えてみました

↑不足額が無いため
　率はありません



9 
Setana Public Relations
広報せたな　平成31年5月号

Point 前年度に比べて12億2,028万円の増
　歳入の決算額は107億1,325万円で、前年度比12.9％、12億2,028
万円の増額となりました。

Point 歳入の81.4％は「依存財源」
　歳入に占める「依存財源」の割合は81.4％（昨年比0.8％増）と
なっています。「地方交付税」は53億8,590万円で、前年度に比べ
2億8,914万円の減となりました。「国庫支出金」は6億5,613万円
で、地方創生推進交付金や社会資本整備総合交付金などにより
9,726万円の増。「町債」は9億3,490万円の増となる16億7,580万
円。「依存財源」全体では前年度に比べ10億7,722万円の増額とな
りました。

Point 「自主財源」は1億4,306万円の増
　「依存財源」に対し「自主財源」は、19億8,810万円で前年度から
1億4,306万円の増額となりました。「寄附金」は前年度から1億
5,785万円の増で、これはふるさと応援寄附金の増額によるもの
です。

Point 前年度に比べて全体で14億9,617万円の減
　歳出の決算額は104億1,997万円で、前年度比16.8％、14億9,617
万円の増額となりました。

Point 「義務的経費」が全体の31.6％を占める
　借入金返済の「公債費」が前年度に比べ3,229万円の減、議員報
酬や職員給与費である「人件費」は2,495万円の減、国の法律に
基づいて支出する「扶助費」は1,781万円の増となり、これらの「義
務的経費」は歳出全体の31.6％（前年比5.7％減）となっていま
す。

Point 「その他の経費」は1億2,809万円の増
　「その他の経費」のうち、産業振興、福祉・医療などを充実させ
る助成金や一部事務組合（消防、衛生センター）への負担金など
の「補助費」は、前年度に比べ1,048万円の増、「積立金」はふる
さと応援寄附金などにより579万円の増額となり、「その他の経
費」総額は1億2,809万円の増となりました。

Point 「投資的経費」は老人ホーム三杉荘改築事業などで増加
　「投資的経費」の普通建設事業費では、瀬棚養護老人ホーム三杉
荘改築工事、生涯学習センター整備工事のほか、総合支所改修事
業などで、前年度に比べ14億751万円の増となりました。

構成比金額区分

31.6％32億9,148万円義務的経費

12.8％13億3,484万円公債費

12.1％12億6,507万円人件費

6.7％6億9,157万円扶助費

42.2％43億9,157万円その他の経費

14.9％15億4,945万円補助費

10.9％11億3,653万円繰出金

10.8％11億1,913万円物件費

2.0％2億797万円積立金

3.4％3億5,371万円維持補修費

0.2％2,478万円貸付金・出資金

26.2％27億3,692万円投資的経費

25.7％26億8,194万円普通建設事業費

0.5％5,498万円災害復旧事業費

100.0％104億1,997万円合 計

構成比金額区分

81.4％87億2,515万円依存財源

2.9％3億749万円地方譲与税等

50.3％53億8,590万円地方交付税

6.1％6億5,613万円国庫支出金

6.5％6億9,983万円道支出金

15.6％16億7,580万円町債

18.6％19億8,810万円自主財源

6.2％6億6,382万円町税

1.2％1億3,317万円分担金・負担金

1.9％1億9,967万円使用料・手数料

0.7％7,184万円財産収入

3.8％4億849万円寄附金

1.0％1億165万円繰入金

3.0％3億2,071万円繰越金

0.8％8,875万円諸収入

100.0％107億1,325万円合 計

平成29年度「普通会計」　　の報告
平成29年度の「普通会計」の決算がまとまりましたので地方自治法の規定により公表します。
平成20年４月に「地方公共団体の財政の健全化に関する法律」（財政健全化法）が施行され、地方公共団体は毎年
度、実質的な赤字や、外郭団体を含めた実質的な将来負担などを表す指標（健全化判断比率）と、公営企業ごとの
資金不足額を表す指標（資金不足比率）を議会に報告し、公表をしています。

歳入

歳出

※「普通会計」とは、毎年総務省が全国の自治体を対象に行う地方財政状況調査（通称
「決算統計」）の会計区分です。会計の構成や範囲は各自治体によって異なるため財政比較
や統一的な掌握が難しいことから、統計上このような統一的区分が設けられています。

決算
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○控除対象　☆控除対象外　●補助対象経費　△一人当たり1,000円上限　▲一泊分3,000円上限　×補助対象外経費

【せたな町地域連携事業】

町内会・地域と連携して事業を提案してみませんか

　各区において知恵と創意工夫を活かした地域事業を自らが考え
実施し、町内会または地域と連携が図られる提案事業に対して補助
金を交付します。
　つきましては、平成31年度実施に向けて積極的な事業の提案を
お待ちしております。

町内会または地域と連携が図られる団体（以下「主催者」という。）①補助対象者

次の全ての要件を満たす事業
・単年度事業（平成３2年3月31日までに実施する事業）
・ソフト事業（備品購入費などのハード事業は対象外）
・主催者が自ら運営を行い、実施する事業
・主催者が事業計画を作成し、各区の地域協議会において採択となった事業

②補助対象事業

・外部講師・専門家・出演者などへの謝金等
・宿泊費（一泊分のみ 3,000円を上限）
・消耗品費、印刷製本費、通信運搬費、食糧費（一人当たり1,000円を上限）
・会場使用料、機材等の借上料　など　

③対象となる経費

・補助対象経費の100％以内で補助（千円未満の端数は切捨）【予算の範囲内】
※補助対象経費の総額から寄付金その他収入の額（個人負担・主催者負担）を控除した額

④補助金の額

平成３1年６月１４日（金）まで⑤募集期間

せたな町地域連携事業計画書（様式第１号）
※町ホームページに要綱、様式等を掲載していますので、ご活用ください。

⑥提出様式

　本庁まちづくり推進課まちづくり推進係　撮0137-84-5111
　瀬棚総合支所庶務係　　　　　　　　　　撮0137-87-3311
　大成総合支所庶務係　　　　　　　　　　撮01398-4-5511

⑦提出先

※上記の事例は参考例です。実施を検討している事業がありましたら、担当までご相談ください。

○協賛金　　　　　　　80,000円
収　入

(22万円)
☆主催者負担　　　　　20,000円

☆補助金額　　　　　  120,000円

●消耗品　　　　　　　60,000円

支　出

(22万円)

●印刷製本費　　　　　30,000円

（プログラム印刷・ＰＲ等）

●傷害保険料　　　　　10,000円

△食糧費　　　　　　 120,000円

（お弁当・打ち上げ等）

『町民運動会開催』の場合
主催者：運動会実行委員会

　単一町内会ではなく、各町内会・地域と団体の連携が必要

　　(○○町内会・○○町内会・○○地域・○○協会など)

　補助対象事業者が自ら運営を行い実施する

【事例１】

参加人数100人

●補助対象経費 100,000円－○控除対象 80,000円

　　　　　　　　　　　　＝20,000円[補助対象]

△食糧費は参加人数100人×＠1,000円

　　　　　　　　　　　  ＝100,000円（上限額）

　　　　よって補助金額は120,000円

☆個人負担　　　　　450,000円収　入

(92万円)☆補助金額　　　　　470,000円

●バス借り上げ料　　250,000円

支　出

(92万円)

▲宿泊料金　　　　　400,000円

●研修先への謝礼　　  10,000円

●損害保険料　　　  　10,000円

△懇親会経費　　　　250,000円

『研修旅行』の場合
【事例２】

　単一町内会ではなく、各町内会・地域と団体の連携が必要

　　(○○町内会・○○農事組合など)

　　（○○町内会・○○町内会など）

参加人数50人

●補助対象経費 270,000円－○控除対象 0円

　　　　　　　　　　　＝270,000円[補助対象]

△食糧費は参加人数50人×＠1,000円

　　　　　　　　　　　  ＝50,000円（上限額）

▲宿泊費は参加人数50人×＠3,000円

　　　　　　　　　　　  ＝150,000円（上限額）

　　　　よって補助金額は470,000円

まちづくり推進課からのお知らまちづくり推進課からのお知らせせ
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「特定空家等」と認定されたもの（認定手続きには時間を要しますので、お早めにご相談
ください）
※「特定空家等」とはそのまま放置すれば倒壊等の危険、著しく衛生上有害、著しく景観
　を損なっている状態その他周辺の生活環境の保全を図るために放置することが不適切
　である状態にあると認められる空家等のこと 
※特定空家等に認定されると、固定資産税の「住宅用地の特例」という優遇措置が適用さ
　れなくなり、固定資産税が上がる場合があります。

①対　象  

空家等に係る除却・解体工事費、処分費②内　容  

除却・解体工事費、処分費の２分の１以内（上限５０万円）
【例】解体工事費９６万円の場合：４８万円補助

③補助率  

・補助決定前に着工していないこと（解体内容等を役場担当者に事前に相談）
・せたな町内の許可業者が解体施工すること
・国等及びせたな町から他の助成（補助・補償）金を受けていないこと

④条件等  

「せたな町空家等除却補助金交付事業」について

問 い 合 わ せ 先 本庁まちづくり推進課 まちづくり推進係 撮0137-84-5111

「せたな町空き家バンク制度」実施中です
　利活用可能な空き家を貸したい、売りたいなどの所有者の意思を登録し
てもらい、また、せたな町に移住したい人や現に住んでいて借りたい、買い
たいなどの意思をマッチングさせる事業が実施されています。
　これまでの実績は「借りたい・買いたいニーズ」が２件、「貸したい・売
りたいニーズ」で２件の申込みがありましたが、「貸したい・売りたいニー
ズ」では、土地の借地や売買の登記等が完了しておらず、登録に至ってお
りません。
　今後も登録が増えることが予測されますが、相続等されている場合は必
ず登記上どうなっているか、借地であれば契約上どうなっているかの確認
をお願いいたします。

空き家に対する様々な施策等が講じられていくことになりますが、あくまでも個人の財産であることには
変わりありません。所有者が管理意識を持ち、保安上、衛生上などで近隣住民等に問題を発生させない適
切な管理をお願いいたします。

※ まずは、事前に下記の問い合わせ先までご相談ください。

平成３１年４月1日から平成３２年3月31日まで

平成２8年７月から

期間延
長！

「マイホーム借り上げ制度」の相談窓口を開設しました
　一般社団法人「移住・住みかえ支援機構（JTI）」の『マイホーム借り上
げ制度』は、50歳以上のシニア層のマイホームを借り上げて転賃し、安定
した賃料収入を保証する制度です。
　この制度を利用するには、昭和56年6月の「新耐震基準」の適用以前の
住宅については、耐震診断を受けていただくなどの条件がありますので、
まずは役場まちづくり推進課までご相談ください。
　せたな町は、相談結果から移住・住み替え支援機構（JTI）への橋渡しを
する役割を担っております。
　住宅所有者様と契約を交わすのは、移住・住みかえ支援機構（JTI）とな
ります。

あなたの
空家

　利活用
しません

か？

まちづくり推進課からのお知らまちづくり推進課からのお知らせせ
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町は、情報公開条例と個人情報保護条例を施行し、開
かれた町政の推進と個人情報の保護を図ることによ
り、町民の基本的人権の擁護に努めています。

始情報公開制度とは？
町と町民の皆さんの共有の財産である町有情報
を公開することにより、町と町民の皆さんとの
信頼関係を深め、町政への町民参加により、開
かれた町政を実現しようとする制度です。

始個人情報保護制度とは？
町が持っている町民の皆さんの個人情報を適切
に管理し、開示、訂正などの権利を保障し、個
人情報を保護することにより、町民の皆さんに
信頼される町政を実現しようとする制度です。

情報公開制度
個人情報保護制度

お問い合わせ先 　総務課総務係　　殺0137-84-5111

唖
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Ｂ＆Ｇ瀬棚海洋クラブ会員を募集しています
Ｂ＆Ｇ海洋クラブとは
海洋性のスポーツ･レクリエーションとクラブ員の親睦を図ることを目的として活
動しています。
海洋クラブ員になると
Ｂ＆Ｇ海洋センター艇庫（5月～9月）のカヌー・ローボート・スタンドアップパド
ルなど（シャワーを除く）の使用料が無料で楽しめます。
年会費（1人）         　　　　   　　

・高校生以下 ３００円、・一般 1,000円　　　　　問 教育委員会事務局　撮0137-84-5111

 商業チャレンジ等支援事業のお知らせ
商業経営の発展や所得向上に向けた規模拡大などの事業にチャレンジする商業者の取組を支援します。

（売電等の発電に対する取組、および設備等に対するリース事業を除く）

　①事業拡大・コスト低減対策支援事業

　　所得向上のためにチャレンジする事業拡大や生産率向上コスト低減対策等に対する取組

　②特産品開発等付加価値向上対策事業

　　所得向上のためにチャレンジする加工品等の特産品開発・生産等に対する取組

　③新規開業者支援事業

　　６５歳までのせたな町産業担い手育成条例の対象とならない新規開業者に対する取組

　※多種多様な業種・事業が対象となるため、事業申請前にご相談いただきますようお願いします。

 先端設備等導入計画のお知らせ
　「生産性向上特別措置法」の施行によりせたな町では「導入促進基本計画」を策定し国の同意を受けました。こ

れにより、町内の中小企業・小規模事業者が「先端設備等導入計画」を策定し町の認定を受けることで支援措置

を活用することができます。

　○対象地域　せたな町全域

　○対象業種　全ての業種・事業（中小企業・小規模事業者）

　○支援内容　税制支援、対象となる補助金制度の優先採択、資金繰りの信用保証　等

計画の認定に対する様々な要件等がありますので、詳しくは下記ホームページか担当まで問い合わせください

　　●せたな町ホームページ（生産性向上対策特別措置法に基づく先端設備等導入計画について）

　　　http://www.hkd.meti.go.jp/information/chusho/seisansei.htm

　　●中小企業庁ホームページ（生産性向上特別措置法による支援）

　　　http://www.chusho.meti.go.jp/keiei/seisansei/index.html

　　●経済産業省・北海道経済産業局ホームページ（生産性向上特別措置法（先端設備等導入計画））

　　　http://www.hkd.meti.go.jp/information/chusho/seisansei.htm

お問い合せ先 本庁 まちづくり推進課商工労働観光係　殺0137-84-5111

まちづくり推進課商工労働観光係からお知らまちづくり推進課商工労働観光係からお知らせせ
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資源ごみ回収実施団体の新規登録について
　町では、ごみの減量と資源ごみの有効活用を図るた
め、資源ごみの回収を行った各種団体に対し、売却（引
渡し）量をもとに「資源ごみ回収奨励金」を交付して
おります。奨励金の交付を受けるためには、事前に「団
体登録」が必要です。新規に登録を希望する団体は、下
記のとおり登録手続をお願いいたします。

　※既に１度登録を行っている団体については、手続
　　き不要です。

■登録対象団体

　町内会・子供会・老人クラブ等の営利を目的としな
　い団体

■対象品目
　次の品目で、回収業者が有価で買い取ったもの
　・古紙類（新聞、雑誌、紙パック、雑紙）
　・古繊維類（古着、古布）
　・金属類（空き缶、金属くず類）
　・生きびん（ビールびんや一升びんなど）及び、
　　びんケース　　

■奨励金の額

　・回収実績に対する奨励金の額 ・・・　４円／kg

■申込方法
　「せたな町資源ごみ回収団体登録申請書」に、必要事
　項を記入のうえ申し込み下さい。用紙は下記担当窓
　口でお受け取りください。

　※毎年随時、新規登録を受付しますが、登録日以前
　　の回収実績分は交付対象外となりますのでご注意
　　ください。

問 い 合 わ せ 先
本庁町民児童課環境衛生係 撮0137-84-5111
瀬棚総合支所庶務係（環境衛生担当） 撮0137-87-3311
大成総合支所庶務係（環境衛生担当） 撮01378-4-5511

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

（有料広告）

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

　何らかの理由で、出生届を出していないことにより、無戸籍になって
いる方（その保護者の方）を対象に、必要な手続きのご案内・ご相談を
受けております。
　１人で悩まずに、町民児童課戸籍年金係または、函館地方法務局戸籍
課にお問い合わせください。

問 い 合 わ せ 先
本庁町民児童課戸籍年金係 撮0137-84-5111

函館地方法務局戸籍課 撮0138-23-9526

無戸籍相談窓口のご案内

　自動車税は、金融機関やコンビニエンスストアで
納税できるほか、インターネット上の「Yahoo!公金支
払」サイトから、クレジットカードによる納付手続き
ができます。
　納税通知書は、５月８日（水）に発送予定ですので、
お手元に届かない場合は、札幌道税事務所自動車税
部（011-746-1191）までご連絡ください。

【自動車税スマイル納税キャンペーン実施中!!】
　北海道の自動車税を納期限までに納税すると、応
援店で特典サービスを受け取ることができます。
　ご不明な点は、道税ホームページをご覧いただく
か、檜山振興局税務課にお問い合わせください。

問 い 合 わ せ 先
檜山振興局税務課納税係 撮0139-52-6473
道税ホームページ http://www.pref.hokkaido.lg.jp/sm/zim/index.htm

自動車税の納期限は、５月３１日（金）です。忘れずに納めましょう！
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烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

心配事、悩みごとを
ひとりで抱えていませんか？
民生委員・児童委員は、あなたの身近な相談相手として、
その内容に応じて関係機関への「つなぎ役」になります。

民生委員・児童委員からのお知らせ

こんな時はご相談ください

4月7日執行
北海道知事選挙・北海道議会議員選挙結果

（せたな町開票区）

4月7日（日）に行われた北海道知事選挙・北海道議会議員選挙は、
投票率が前回より0.45％下がりましたが、檜山管内でも唯一80%を
超える投票率となり皆さんの注目の高さが現れた結果となりまし
た。せたな町開票区の詳しい投票結果は右のとおりです。

酸北海道知事選挙結果（せたな開票区）

得票数候補者氏名
届出
番号

1,779 票
石川　ともひろ
（ 無　所　属 ）

1

3,836 票
鈴　木　直　道
（ 無　所　属 ）

2

有効得票数 5,615 票　無効票 49 票

当日の有権者数　　6,966 人　　

投票者数　　5,664 人　　

投票率　　81.31 ％　　

酸北海道議会議員選挙結果（せたな開票区）

得票数候補者氏名
届出
番号

3,991 票
うちだ　尊之
（ 自由民主党 ）

1

1,617 票
ふくはら 賢孝
（ 立憲民主党 ）

2

有効得票数 5,608 票　無効票 40 票

当日の有権者数　　6,959 人　　

投票者数　　5,648 人　　

投票率　　81.16％　　
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平
成
　
年
度
北
海
道
指
導

３０

林
家
認
定
証
交
付
伝
達
式

　
３
月
　
日
（
火
）、
大
口
義
孝
さ
ん
（
北

19

檜
山
区
）
が
北
海
道
指
導
林
家
の
認
定
を
受

け
、
檜
山
振
興
局
森
林
室
長
か
ら
認
定
書

が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
北
海
道
指
導
林
家
制
度
は
、
模
範
と
な

る
よ
う
な
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
る
林
家

を
「
指
導
林
家
」
と
し
て
認
定
し
、
林
家
の

資
質
向
上
や
林
業
普
及
の
指
導
者
と
し
て

積
極
的
に
参
画
し
て
頂
く
こ
と
を
目
的
に

平
成
　
年
か
ら
運
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

１２

　
大
口
さ
ん
は
自
営
農
業
の
傍
ら
、
仲
間

と
私
有
林
を
整
備
す
る
「
杉
の
子
林
業
グ

ル
ー
プ
」
を
昭
和
　
年
に
創
設
し
、　

年
間

42

５２

に
渡
り
地
域
林
業
の
推
進
や
林
業
担
い
手

の
育
成
・
確
保
に
取
り
組
み
、
児
童
・
生
徒

へ
の
森
林
環
境
教
育
に
も
尽
力
さ
れ
て
い

ま
す
。

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

（有料広告）

北
海
道
選
抜
で
北
小
野
球
少

年
が
全
国
で
活
躍

　
１
月
　
日
に
歌
志
内
市
で
行
わ
れ
た「
多
賀
グ

１９

リ
ー
ン
カ
ッ
プ
争
奪
代
　
回
学
童
軟
式
野
球
三

１５

年
生
大
会
」
の
セ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
、
川
上
純
輝
君

（
北
小
）
が
選
抜
メ
ン
バ
ー
の
座
を
勝
ち
取
り
、

３
月
　
～
　
日
に
行
わ
れ
た
大
会
に
北
海
道
選

２３

２４

抜
の
一
員
と
し
て
出
場
し
ま
し
た
。

　
大
会
で
は
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
　
チ
ー
ム

３２

を
相
手
に
準
決
勝
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
が
、

愛
知
県
の
チ
ー
ム
に
惜
し
く
も
２
‐
３
で
敗
れ
て

し
ま
い
ま
し
た
。

　
川
上
君
に
と
っ
て
は
、
北
海
道
選
抜
の
一
員

と
し
て
勝
利
に
向
か
っ
て
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ

て
戦
う
と
い
う
貴
重
な
経
験
と
な
り
ま
し
た
。

　

せ
た
な
町
の
中
学
野
球
選
手

が
全
国
で
活
躍

　
昨
年
　
月
に
開
催
さ
れ
た
2
0
1
8
・
Ｕ
　

１０

14

Ｋ
Ｗ
Ｂ
北
海
道
新
人
戦
野
球
大
会
で
桧
山
選
抜

が
準
優
勝
し
、
３
月
　
～
　
日
に
開
催
さ
れ
た

３０

３１

中
世
古
尚
一
旗
争
奪
 第
８
回
Ｕ
　
関
東
オ
ー
プ

１４

ン
Ｋ
Ｂ
野
球
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

　
大
会
に
は
、
桧
山
選
抜
に
選
ば
れ
た
、
田
中

隆
貴
君
（
北
中
）、
瀬
戸
嵩
介
君
（
北
中
）、
細
川

颯
汰
君
（
瀬
中
）、
花
田
駿
君
（
北
中
）、
稲
船
蓮

也
君
（
瀬
中
）、
佐
藤
秀
哉
君
（
瀬
中
）、
廣
瀬
紫

龍
君
（
北
中
）、
佐
藤
陸
久
君
（
北
中
）、
門
脇
悠

哉
君
（
北
中
）、
桜
井
吟
次
君
（
北
中
）、
山
下
滉

音
君
（
北
中
）
の
　
人
が
参
加
し
、
準
決
勝
ま
で

１１

勝
ち
進
み
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
　
チ
ー
ム
の
中

１６

か
ら
３
位
を
勝
ち
取
り
ま
し
た
。
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ヒ
グ
マ
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

畑
や
山
菜
採
り
に
行
く
と
き
は

　
酸
単
独
行
動
を
避
け
、
薄
暗
い
時
は
行
動
し
な
い
。

　
酸
ラ
ジ
オ
な
ど
で
常
時
音
を
出
し
た
り
、
鈴
や
笛
な
ど
で

　
自
分
の
存
在
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
。

　
酸
ヒ
グ
マ
の
フ
ン
や
足
跡
を
見
つ
け
た
ら
す
ぐ
引
き
返
す

ヒ
グ
マ
に
出
合
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　
酸
あ
わ
て
ず
に
落
ち
着
い
て
行
動
す
る
。

　
酸
大
声
を
出
し
た
り
、
走
っ
て
逃
げ
た
り
す
る
と
ヒ

　
グ
マ
が
興
奮
す
る
の
で
絶
対
に
し
な
い
。

ヒ
グ
マ
を
呼
び
よ
せ
な
い
た
め
に

　
酸
残
飯
、
生
ゴ
ミ
な
ど
は
ヒ
グ
マ
に
と
っ
て
お
い
し

　
い
ご
ち
そ
う
で
す
。
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
、
ゴ

　
ミ
の
後
始
末
や
、
コ
ン
ポ
ス
ト
の
管
理
は
き
ち
ん

　
と
行
い
ま
し
ま
し
ょ
う
。

ヒ
グ
マ
目
撃
な
ど
の
情
報
提
供
を

　
酸
ヒ
グ
マ
を
目
撃
し
た
場
合
は
も
ち
ろ
ん
、
足
跡
や
　

　
フ
ン
な
ど
を
発
見
し
た
と
き
や
、農
作
物
へ
の
被
害
が

　
あ
っ
た
場
合
は
直
ち
に
各
区
担
当
係
へ
連
絡
願
い
ま
す
。

　
問
 本
庁
水
産
林
務
課
林
業
係

　
　
                      殺
０
１
３
７
‐
８
４
‐
５
１
１
１

防
災
行
政
無

防
災
行
政
無
線線

年
に
一
度

年
に
一
度
、、
戸戸
別
受
信
機
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う

別
受
信
機
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
ょ
う
！！

伺
戸
別
受
信
機
に
つ
い
て

ご
家
庭
に
あ
る
戸
別
受
信
機
は
、

停
電
に
備
え
て
「
単
二
型
電
池
４

個
」
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
電
池
の
消
耗
や
液
漏
れ
の
防

止
の
た
め
年
に
1
度
（
電
池
の
寿

命
に
関
係
な
く
）
電
池
を
交
換
し

ま
し
ょ
う
。

※
電
池
が
切
れ
て
い
る
場
合
は
、

放
送
後
に
「
ピ
ー
ピ
ー
ピ
ー
」
と

ブ
ザ
ー
が
鳴
り
ま
す
の
で
、
電
池

を
交
換
し
て
く
だ
さ
い
。

※
電
池
は
各
世
帯
で
ご
負
担
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

ご
家
庭
に
戸
別
受
信
機
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
場
合
は
、
無
料
で
貸

し
出
し
を
し
ま
す
の
で
、
担
当
窓

口
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

伺こんなときはまず確認を！
　戸別受信機から、チャイムや定時放送が入らないとき
は、まず次のことを確認しましょう。

□電源スイッチは入っていますか？

□電源ランプは点灯していますか？

□電源ケーブルがコンセントに差し込まれていますか？

□アンテナは伸びていますか？

　□屋外アンテナが設置されている場合、ケーブルは
　　きちんと接続されていますか？

酸
転
入
さ
れ
た
方
へ
　

戸
別
受
信
機
は
、
１
世
帯
に
１

台
無
料
で
貸
し
出
し
し
て
い

ま
す
。
担
当
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

酸
転
出
さ
れ
た
方
へ

お
貸
し
し
て
い
る
戸
別
受
信

機
の
、
返
却
手
続
き
を
お
願
い

し
ま
す
。
地
区
ご
と
に
受
信

機
が
違
い
ま
す
の
で
、
町
内
で

転
居
す
る
場
合
も
同
様
で
す
。

酸
事
業
所
の
方
へ

事
業
所
に
お
い
て
も
戸
別
受

信
機
を
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

設
置
負
担
金
を
納
付
し
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

希
望
さ
れ
る
場
合
は
担
当
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

せ
た
な
町
で
は
、
防
災
行
政
無

せ
た
な
町
で
は
、
防
災
行
政
無
線線

を
使
い
災
害
時
の
緊
急
放
送
や

を
使
い
災
害
時
の
緊
急
放
送
や
、、

日
常
の
行
政
情
報
を
お
知
ら
せ

日
常
の
行
政
情
報
を
お
知
ら
せ
しし

て
い
ま
す

て
い
ま
す
。。

転
入
・
転
出
さ
れ
る
場
合
の
注

転
入
・
転
出
さ
れ
る
場
合
の
注
意意

点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。。

瀬棚瀬棚区区北檜山北檜山区区 大成大成区区

問 い 合 わ せ 先

　本   　　　庁　 総務課防災係　　　　撮0137-84-5111
　瀬棚総合支所　庶務係                        撮0137-87-3311
　大成総合支所　庶務係                        撮01398-4-5511
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消費税の軽減税率制度への対応には準備が必要です！

2019年10月1日から、消費税及び地方消費税の税率が8％から１０％
に引き上げられるのと同時に、軽減税率制度が実施されます。軽
減税率制度への対応には、事前準備に相応の時間が必要な場合が
あります。早めの準備をご検討ください。

国税庁
からの

お知ら
せ

主催
申し込み

お問い合わせ先
会場

時間

定員

開催

月日
町

八雲税務署

【要事前登録５/20まで】

八雲税務署　調査部門

殺 0137-63-2196（ダイヤルイン）

受付時間 8：30～17：00

（土日祝日を除く）

八雲税務署

会議室

①10：00～11：00

②14：00～15：00

【定員各24名】

５月22日

（水）
八雲町

せたな商工会

せたな青色申告会

八雲地方法人会

　　　せたな支部

八雲地方間税会

八雲税務署

【要事前登録５/１６まで】

せたな商工会

殺 0137-８４-５４０６

（土日祝日を除く）

大成町民センター

１階 会議室

14：00～15：00

【定員 20名】

５月２０日

（月）

せたな町

（大成）

【要事前登録５/１７まで】

せたな商工会

殺 0137-８４-５４０６

（土日祝日を除く）

瀬棚総合支所

２階 第１会議室

1０：30～11：30

【定員 20名】

５月２１日

（火）

せたな町

（瀬棚）

【要事前登録５/１７まで】

せたな商工会

殺 0137-８４-５４０６

（土日祝日を除く）

せたな町役場

２階 第１会議室

14：00～15：00

【定員 30名】

５月２１日

（火）

せたな町

（北檜山）

八雲地方間税会

八雲税務署

【要事前登録６/２１まで】

八雲地方間税会事務局

（八雲商工会熊石支所）

殺 0137-８４-５４０６

（土日祝日を除く）

温泉ホテル

きたひやま

２階 浮島

13：30～14：30

【定員 50名】

６月２５日

（火）

せたな町

（北檜山）

消費税軽減税率制度説明会開催日程
「申し込み・お問い合わせ先」欄において、【要事前登録】と記載され
た説明会に参加される場合には、事前の申し込みが必要となります
ので、申込期限までに申し込み先へお電話でお申し込みください。

標準税率１０％と、飲食料品に係る軽減税率８％について

◇帳簿・請求書等を税率ごとに区分して記載するこ
　とが必要となります

◇レジや受発注システム・会計システム等の導入・
　改修・入れ替えが必要になることがあります

【説明内容】
暫軽減税率制度の内容
暫中小企業者への支援措置
暫制度実施後の帳簿・請求書の記載方法
暫事例紹介

軽減税率制度に関するご相談は、以下で受け付けております。
酸消費税軽減税率電話相談センター（軽減コールセンター）
殺0570-030-456　【受付時間】9：00～17：00（土日祝日除く）
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せたなの景色が好きで地元で働きたい
と思っておりました。これから町民の
皆様のご期待に応えられるよう努めて
いくので、よろしくお願いします。

保健福祉課
社会福祉係兼北檜山生活支援ハウス生活支援係

生 平成１０年  出 せたな町
血 Ｂ　学  大原法律公務
員専門学校　趣 バドミン
トン 特  早起き　好 ＵＶ
ＥＲworld

  かんの    しょうあ

神野　翔亜

平成31年度新規採用職員をご紹介します!
生 ＝ 生年月日　出 ＝ 出身地　血 ＝ 血液型　学 ＝ 最終学歴　趣 ＝ 趣味　特 ＝ 特技　好 ＝ 好きな芸能人

せたな町の発展と町民の皆様のため、
お役に立てるよう精いっぱい頑張りま
す。一つひとつ丁寧に取り組み、自分
自身も成長していきたいです。よろし
くお願いいたします。

出納室
出納係

生 平成１０年  出  江差町
血 Ｂ　学  大原簿記公務
員情報医療専門学校　
趣  読書  特  イラスト　
好 みやぞん

さくらい   きょうか 

櫻井　杏香

4月からせたな国保病院で勤務してい
ます。専門は内科と呼吸器科です。
初めてのせたなですが、美しい自然と
美味しい食べ物に期待を膨らませてい
ました。
皆様と交流を深めながら頑張りますの
で、宜しくお願いいたします。

せたな町立国保病院
内科医長

生 昭和46年　 出 札幌市
血  Ｏ  学 旭川医科大学医
学部　趣 登山、マラソ
ン、自転車　 好  和久井　
映見

おおしま    まさき  

大島　昌輝

4月に町民児童課に配属になりました、
小杉菜月と申します。仕事において慣
れてないことばかりですが、早く先輩
方に追いつけるように尽力していきた
いと思います。これからもよろしくお
願いします。

町民児童課
戸籍年金係兼児童福祉係

生 平成1０年  出 函館市　
血  A  学  大原簿記公務員
情報医療専門学校
趣・特 イラストを描くこ
と　好  米津玄師

こすぎ　  なつき

小杉　菜月

建設水道課
土木係長

  くわた　かずよし 

桑田　一良

初めまして！4年前旅行でせたなを初め
て訪れました。そして今は、せたなに居
ます。名所に富んだこの素晴らしい町
に貢献していけることを大変誇りに思
います！町なかでこの顔を見かけたら
思い出してあげてください。

農務課
耕地係兼農政係

生 平成８年  出 神奈川県
茅ヶ崎市  血 Ｏ 学  東海大
学工学部  趣  風呂に入り
ながらお酒を飲むこと 
特  キーボードタイピン
グ

   おいえ  　 たろう   

尾家　太朗

初めまして。土木職で採用となりまし
た桑田です。
１日でも早く仕事を覚えてせたな町に
貢献したいと考えております。
よろしくお願い致します。

生 昭和48年 出 函館市
血  AＢ　学  函館工業高
等学校　趣  旅行、バイク
ツーリング  好  博多華丸
大吉

はじめまして。
今年度からせたな町立国保病院で働き
ます。理学療法士の上縄手拓と申しま
す。地元のせたな町で働くことができ
とてもワクワクしています。
これからよろしくお願いいたします。

せたな町立国保病院
理学療法係

生 平成３年   出 せたな町
血  A  学  東北文化学園大
学　趣  カメラ、サッカー、
都市伝説　特 ミッキーと
グーフィーのものまね 
好  妻夫木聡、宮崎あおい

かみなわて    たく 

上縄手　拓

せたな町立国保病院
内科医長

おおしま　ゆきえ 

大島　幸恵

大阪からやって来ました。
身体にも心にもやさしいこの町でハッ
ピーに過ごしたいと思います。
どうぞよろしくお願いします。

生  昭和47年  出  奈良県  
血 Ｂ  学  藤田保健衛生大
学医学部   趣  編物、美し
い景色や人工造形物をめ
ぐり眺めること  好 男性：

声が渋くて優しい俳優の加藤剛さん、女性：若村真由美さん、
市原悦子さん、他にはバイオリニストの古澤巌さん
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法
テ
ラ
ス

　
八
雲
通
信

令

和

の

幕

開

け

法
テ
ラ
ス
 八
雲
法
律
事
務
所

弁
護
士
　
鳴
本
　
翼
　
　
　

（
函
館
弁
護
士
会
所
属
）

姿

い

よ

い

よ

令

和

元

年

で

す
。
世
間
で
は
、
新
元
号
発

表
前
か
ら
新
元
号
の
予
想
が

盛
り
上
が
っ
た
り
、
元
号
を

使
用
す
る
こ
と
自
体
に
つ
い

て
議
論
が
巻
き
起
こ
っ
た
り

と
、
改
元
が
国
民
に
と
っ
て

大
き
な
関
心
事
で
あ
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

姿

さ
て
、
そ
ん
な
元
号
に
も

法

律

上

の

根

拠

が

あ

り

ま

す
。
元
号
法
と
呼
ば
れ
る
法

律
で
、

「
一
　

元
号
は
、
政
令
で
定
  

  　
　

め
る
。

  二
　

元
号
は
、
皇
位
の

継

　
　
  承
が
あ
っ
た
場
合
に

　
　
  限
り
改
め
る
。
」

と
い
う
わ
ず
か
二
項
か
ら
な

る
日
本
の
法
律
の
中
で
も
極

め

て

短

い

も
の

と

な

り

ま

す
。
第
一
項
で
は
、
元
号
が

内

閣

の

制

定

す

る

命

令

に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
と
規
定

さ
れ
、
第
二
項
で
は
、
天
皇

が
交
代
し
た
場
合
に
だ
け
改

元
が
行
わ
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

「
一
世
一
元
の

制
」
が
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。

姿

と
こ
ろ
で
、
公
的
文
書
や

契
約
書
な
ど
の
法
律
文
書
で

は
、
西
暦
よ
り
も
和
暦
に
よ

る
記
載
が
好
ま
れ
る
傾
向
が

あ
り
ま
す
が
、
た
と
え

ば
、

ロ
ー
ン
を
組
ん
だ
場
合
に
契

約
書
に
、
「
平
成
　

年
１
月

３０

か
ら
、
平
成
　

年
　

月
ま
で

５０

１２

毎

月

５

万

円

ず
つ

返

済

す

る
」
と
い
っ
た
記
載
が
あ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場

合
で
も
、
平
成
　

年
５
月
１

３１

日
以
降
の
も
の
は
当
然
に
令

和
に
読
み
替
え
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
か
ら
、
改
め
て

契
約
書
を
作
成
し
直
す
必
要

は
あ
り
ま
せ
ん
。

姿

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

令
和
と
い
う
新
し
い
時
代
が

皆
さ
ま
に
と
っ
て
、
よ
り
よ

い
も
の
と
な
り
ま
す
よ
う
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

姿

さ
て
、
当
事
務
所
で
は
、

今
回
紹
介
し
た
契
約
書
の
作

成
に
関
す
る
ご
相
談
を
は
じ

め
、
各
種
法
律
相
談
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
一
定
の
要

件

を

満

た

す

方

に

つ

い

て

は
、
３
回
ま
で
の
無
料
法
律

相
談
や
、
ご
自
宅
等
へ
の
出

張
相
談
も
実
施
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
少
し
で
も
気
に
な

る

こ

と

が

ご

ざ

い

ま

し

た

ら
、
お
気
軽
に
ぜ
ひ
「
法
テ

ラ
ス
八
雲
法
律
事
務
所
（
殺

０
５
０
‐
３
３
８
３
‐
８
３

６
６
）
」
ま
で
相
談
予
約
の

お

電

話

を

お

寄

せ

く

だ

さ

い
。
ま

た
、
「
法
テ

ラ

ス

江

差

法

律

事

務

所
（
殺

０

５

０
‐
３

３

８

３
‐
５

５

６

３
）
」
で
も
、
ご
相
談
を
承
っ

て
お
り
ま
す
の
で
あ
わ
せ
て

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

烏 羽隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠隠

第45回

 片山 　 健司 
かたやま けんじ

まちづくり推進課

問 まちづくり推進課商工労働観光係

撮 0137-84-5111（内線123１）

　道南地域の持続可能な食を推進する
任意団体「slowfood hokkaido nishi」(2018
年8月18日設立）が、3月23日（土）、生
産者、消費者を対象に開催した食育事例
発表、講演会「第１回食育じかん」にせ
たな町の業者さんのお誘いをいただき
参加しました。
　今回はメディアにも多数出演されて
いる日本を代表する奥田政行シェフを
ゲストスピーカーにお迎えし、シェフと
一緒に道南いさりび鉄道で函館駅から
木古内駅までを移動。道中、道内の生産
者による『車内販売』の嗜好があったり、
木古内駅に到着した後に道の駅みそぎ

の郷きこないで道内の生産者による３つの
食育事例の発表が実施されました。続いて
地元食材を使用して奥田シェフ、八木橋
シェフ（レストランどうなんde's）によるス
ローフードディナー、最後には奥田シェフ
によるスローフードトークといった目でも、
耳でも、舌でも、そして心でも美味しい催し
物満載のプログラムを満喫させていただき
ました。
　スローフードとは、1986年にイタリアの
カルロ・ペリーニによって提唱された国際的
な社会運動であり米国のファーストフード
に対して唱えられた考え方で、その土地の
伝統的な食文化や食材を見直す運動、また
はその食品自体を目指し、より広い概念の
「スローライフ運動」の一部として提唱され

現在世界150カ国以上10万人以上の会員数
を持つまでに広がっています。
　私もカトリック系の上智大学に学びイタ
リア人イエズス会神父様より洗礼に授かり
その後8年間イタリア系銀行の東京支店に
勤務しカトリック教会の結婚式の立会人も
イタリア人ご夫妻だった関係でイタリア文
化・食文化大好き人間ですので、イタリア人
気質から生まれたスローフード満載のこの
日は、まさに至福の１日でした。



20
Setana Public Relations

広報せたな　平成31年5月号

Health

今月の担当

田中　みさちです

釜
栄
養
士
か
ら
の
健
康
ア
ド
バ
イ
ス

元
塩
P
r
o
j
e
c
t
始
め
ま
し
た
　!!

　
せ
た
な
町
で
は
、
高
血
圧
の

方
が
多
く
平
成
　
年
度
か
ら
高

29

血
圧
予
防
に
力
を
入
れ
て
様
々

な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
度
は
、
高
血
圧
の
方

や
そ
の
家
族
を
対
象
に
、
高
血

圧
予
防
・
改
善
に
特
化
し
た
「
元

塩
p
r
o
j
e
c
t
」
を
開
始

し
ま
し
た
。
元
塩
p
r
o
j
e

c
t
の
「
元
塩
」
は
、
高
血
圧

予
防
に
重
要
な
減
塩
を
心
掛

け
、
元
気
に
な
ろ
う
と
い
う
意

味
を
込
め
ま
し
た
。

　
昨
年
大
成
区
で
実
施
し
た
元

塩
p
r
o
j
e
c
t
は
、
親
子

熊
岩
に
ち
な
ん
で
「
血
圧
下
げ

る
ベ
ア
教
室
」
と
題
し
、　

月
11

に
4
回
、
3
月
に
1
回
の
計
5

回
実
施
し
ま
し
た
。
教
室
に
は

9
名
が
参
加
し
て
く
れ
、
高
血

圧
の
病
態
や
せ
た
な
町
・
大
成

区
の
現
状
、
減
塩
・
脱
塩
や
バ

ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
、
調
理
実

習
、
ク
イ
ズ
、
座
談
会
な
ど
を

通
し
て
、
高
血
圧
を
予
防
・
改

善
す
る
た
め
の
生
活
習
慣
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　
５
回
の
教
室
を
通
し
、
血
圧

測
定
や
ラ
ジ
オ
体
操
、
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
な
ど
参
加
さ
れ
た
方
々

の
生
活
習
慣
に
変
化
が
見
ら
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
減
塩
や
脱
塩

を
意
識
的
に
実
践
出
来
て
お

り
、
推
定
1
日
塩
分
摂
取
量
測

定
を
2
回
行
っ
た
結
果
、
平
均

で
1
・
7
ｇ
摂
取
量
が
減
っ
て

い
ま
し
た
。

　
今
回
は
教
室
で
お
話
し
た
内

容
に
つ
い
て
少
し
だ
け
ご
紹
介

し
ま
す
。

康
せ
た
な
町
の
塩
分
摂
取
状
況

　
昨
年
4
月
か
ら
、
町
で
実
施

し
て
い
る
健
診
を
受
診
し
た
方

を
対
象
に
、
尿
検
査
で
推
定
1

日
塩
分
摂
取
量
を
測
定
し
て
い

ま
す
。

　
昨
年
度
の
健
診
受
診
者
の
平

均
摂
取
量
は
男
性
で
9
・
3
0

ｇ
、
女
性
は
8
・
8
2
ｇ

で
、

日
本
高
血
圧
学
会
が
定
め
る
塩

分
の
推
定
目
標
量
、
男
性
8
・

0
ｇ
、
女
性
7
・
0
ｇ

を
上

回
っ
て
お
り
、
男
性
は
約
1

ｇ
、
女
性
は
約
2
ｇ
減
塩
す
る

必
要
が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま

し
た
。

弘
高
血
圧
と
脱
塩

　
塩
分
を
減
ら
す
減
塩
は
、
広

報
で
も
何
度
か
取
り
あ
げ
る
な

ど
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
お
話
を

し
て
い
て
も
、
浸
透
し
て
き
て

い
る
な
、
と
実
感
し
ま
す
。

　
し
か
し
、
高
血
圧
予
防
に
は

減
塩
だ
け
で
は
な
く
、
余
分
な

塩
分
を
体
の
外
に
出
す
「
脱
塩
」

も
効
果
的
で
す
。
脱
塩
効
果
の

あ
る
栄
養
素
は
「
カ
リ
ウ
ム
」

と
「
食
物
繊
維
」
で
す
の
で
、

野
菜
や
海
藻
類
、
き
の
こ
類
、

果
物
を
積
極
的
に
食
べ
て
、
体

の
中
の
余
分
な
塩
分
を
排
出

し
、
高
血
圧
を
予
防
し
ま
し
ょ

う
。
　
今
回
の
教
室
で
は
、
脱
塩
効

果
の
あ
る
カ
リ
ウ
ム
が
豊
富
な

キ
ウ
イ
フ
ル
ー
ツ
を
使
っ
た

「
キ
ウ
イ
の
は
ち
み
つ
ケ
ー
キ
」

を
参
加
者
全
員
で
食
べ
ま
し

た
。
美
味
し
く
脱
塩
が
出
来
る

ケ
ー
キ
の
レ
シ
ピ
を
次
の
ペ
ー

ジ
で
ご
紹
介
し
ま
す
。
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暫せたな町健康センター 殺０１３７－８４－５９８４
暫瀬棚総合支所 殺０１３７－８７－３３１１
暫大成総合支所 殺０１３９８－4－５５１１

健診申込・健康相談などは

各保健師まで

『キウイのはちみつケーキ』レシピ

 特定健診伝言板

材料（15cm角スクエア型一台分）
　・キウイフルーツ　　　3個

　・三温糖（★）　　　　大さじ2（砂糖でも可）

　・はちみつ（★）　　　大さじ2

　・薄力粉　　　　　　　120ｇ

　・ベーキングパウダー　小さじ1

　・ココナッツオイル　　100ｇ（バターでも可）

　・三温糖　　　　　　　80ｇ（砂糖でも可）

　・卵　　　　　　　　　2個

　・はちみつ　　　　　　大さじ3

《作り方》

１．ココナッツオイルは湯煎で溶かす（液体の場
　合はそのまま使用）。

２．型の内側にココナッツオイルを塗り、茶こし
　で薄く薄力粉をまぶしておく。余分な粉を落
　とす。

３．キウイフルーツ1/2個は半月切りで薄めにス
　ライスし、残りは粗く刻む。

４．鍋に刻んだキウイフルーツと★の三温糖を入
　れて弱火で5分程煮込み、★のはちみつを入れ
　て３分程煮込む。キウイフルーツが柔らかく
　なってきたら火を止め、煮汁を小さじ2程度別
　容器に取っておく。

５．溶けた１のココナッツオイルをボウルに入れ
　砂糖と卵を順に加えて泡だて器で混ぜる。
　その後、はちみつも加えて混ぜる。

　

６．薄力粉とベーキングパウダーをふるいにかけ
　５のボウルに入れてゴムベラで切るように混
　ぜる。煮込んだキウイフルーツを煮汁ごと全
　部加え、切るように混ぜ込む。

７．型に生地を流し込み、半月切りにしておいた
　キウイフルーツを乗せ、180℃のオーブンで40
　～50分焼く（焼き色が付いたらアルミホイルを
　かぶせる）。焼きあがったらつまようじなどを
　刺し、生地がついてこないか確認する。

８．オーブンから取り出し、4で取っておいた煮
　汁をハケで塗る。粗熱が取れたらラップをし、
　冷蔵庫で冷やして完成。

＜ポイント＞
カリウムは水に溶けやすい性質があるので、
煮汁ごと生地に入れると無駄なくカリウム
を摂取することができます！

今年度は昨年同様11月と3月に大成区で実施します。今後は、北檜山区・瀬棚区でも開催予定です。
健診結果で血圧要指導となった方には結果説明会等で保健師・管理栄養士から声を掛けさせて頂きま
すので、興味のある方はぜひご参加ください。

《頭の検診日程についてお知らせします》
下記の日程で、頭の検診を実施します。
受診を希望する方は、お早めに各区保健師までお申し込みください。

　・大成区　　５月３１日（金）・６月１日（土）　　  大成町民センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（締め切り：５月１３日（月））
　・北檜山区　６月３日（月）～５日（水）　　　　せたな町健康センター
　　　　　　 ６月１０日（月）～１２日（水）　　　　　 　（締め切り：５月１７日（金））
　・瀬棚区　　６月６日（木）～８日（土）　　　　瀬棚保健センター
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（締め切り：５月１７日（金））

｝

特定健診は、町立国保病院、各診療所でも受診できます。
完全予約制なので待ち時間が少なく、健診結果も早く返ってきます。
特定健診だけ受けたい方は、国保病院・各診療所（個別健診）での受診
も可能ですので、ぜひ受診してください。

※受診希望日の１週間前までに国保病院、各診療所にご連絡ください。

暫せたな町立国保病院
　　　殺０１３７－８４－５３２１
暫瀬棚診療所
　　　殺０１３７－８７－２４７０
暫大成診療所
　　　殺０１３９８－4－５１７５
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　３月２５日（月）、瀬棚区の株式会社
高橋建設せたな本店（専務取締役本店
長　坂下正治 氏）から新入学児童へ
記念品が贈呈されました。
　これは毎年、高橋建設が社会貢献
の一環として行っている取り組みで、
えんぴつ、消しゴム、ノートなどが
入った文房具と交通安全グッズの反
射材キーホルダーのセットが成田教
育長に届けられました。
　この記念品は、4月6日（土）に行
われた町内各小学校の入学式で新入
学児童に渡されました。

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

　4月6日（土）、北檜山グリーンパーク「パーク
ゴルフ場」がオープンしました。オープン初日
から、この日を待ちに待っていたかのように
パークゴルフを楽しんでいるお客様の姿がた
くさん見受けられました。遊楽部岳を眺め自
然を感じながら、日本一のロングホールを体
験してみてはどうでしょうか。11月上旬まで
の開設予定となっておりますので、ぜひ足を
お運びください。
　なお、シーズン券も販売しておりますので、
ご希望の方は申請に必要なものを持参のうえ、
『役場本庁2階まちづくり推進課』までお越しく
ださい。その他詳細につきましても、お気軽
にまちづくり推進課までお問い合わせくださ
い。

北檜山グリーンパーク「パークゴルフ場」オープン！

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

平成最後の「ふれあい市場直売会」開催！

　3月16日（土）、温泉ホテルきたひやま横のふれあい市場で、ふれあい市
場直売会が開催されました。
　当日は、海産物をはじめノリ、漬物、ヨーグルト等のせたな町の旬の食材や
加工品などが販売され、雪が降り肌寒い中たくさんのお客様にご来場いた
だき、平成最後の開催も大盛況のなか終えることができました。

 ３月16日(土)

４月６日(土)

新１年生へ  （株）高橋建設から記念品が贈呈されました ３月２５日(月)
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　3月23日（土）、せたな町民ふれあいプ
ラザにおいて「江差追分日本一女流競演
うたまつり」（せたな町民芸術鑑賞事業
実行委員会主催）が開催されました。
　江差追分日本一に輝いた歴代の女流4人
と津軽三味線日本一の菅野優斗さんが
競演し、約330人の聴衆が平成最後の舞
台を楽しみました。4人が異なる歌詞で
名調子の追分節をうたいあげたり、道
南口説の民謡を掛け合いで熱唱するな
ど、盛大な拍手と会場全体が笑顔の花
に包まれました。

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

　3月17日（日）、せたな町民体育館にお
いて、北渡島檜山4町地域連携推進事業
「バブルサッカー普及・交流大会」が開
催されました。
　この大会は、バブルサッカーという
スポーツ活動を通じて、北渡島檜山4町
（せたな町・今金町・長万部町・八雲町）の
地域コミュニティーの形成を図ること
が目的とされています。
　当日は、小学生の部・一般の部（中学
生以上）に分かれ、バブルという風船の
ようなものを着用し、ぶつかり合いな
がらサッカーをする姿は、より難しい
スポーツとなり、チームプレーや連携
が求められる大会となりました。

襖 鴬横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横横

　B＆G体育館において3月26日（火）に、
元コンサドーレ札幌の深川 友貴さんを、
30日（土）には、元コンサドーレ札幌の大
森 健作さんを講師を招き、町内の小中学
生を対象にしたサッカー教室が開催され
ました。
　スポーツを通して、技術力の向上や将
来の夢や希望を持つことの大切さを学ぶ
ことのできた貴重な時間となりました。
　2日にわたって35人の小中学生が参加
し、プロ選手からの指導にキラキラと目
を輝かせながら、ボールを追いかける姿
は、未来のサッカー選手をほうふつとさ
せるものでした。

３月17日(日)

３月23日(土)

せたなスポーツアカデミー「サッカー教室」開催３月26日(火)・30日(土)

町民芸術鑑賞事業「江差追分日本一女流競演うたまつり」

北渡島檜山4町地域連携推進事業「バブルサッカー普及・交流大会」

大森 健作講大森　健作講師師

深川 友貴講深川　友貴講師師
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人材開発センター5月実施事業のご案内

問い合わせ先

　一般社団法人　檜山地域人材開発センター運営協会　　殺0139-52---------------------000000000000000000000111111111111111111111666666666666666666666000000000000000000000-0160

【技能講習のご案内】
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申込締切受講料定員時間日程募集種目

5月17日（金）8,000円20名9：00～16：005/24刈払機取扱作業者

【安全衛生教育のご案内】

申込締切受講料定員時間日程募集種目

5月10日（金）
受講料は無料

（テキスト代として
7,000円程度必要）

20名9：10～15：506/4～10/3パソコン初心者講座

暫応募方法：ハローワークえさしに入学願書の応募書類を提出してください
暫対象者：公共職業安定所に求職申し込みを行っている方
　　　　　※平成30年度に機動訓練を受講された方は、本年度受講できません
　　　　　※過去に受講歴があり、その時受けた訓練と同じ科目の場合は、再受講できない場合があります

【機動職業訓練のご案内】

「裁判員制度市民説明会」で裁判員経験者の貴重な経験談や裁判官の説明を聴いてみませんか
　裁判員制度は、今年の５月で施行１０周年を迎
えます。函館地裁ではこれにちなみ、裁判員経
験者を迎えて「裁判員制度市民説明会」を企画
しています。裁判官が裁判員制度について分か
りやすく説明するほか、裁判員経験者からは、
率直な意見や感想を述べていただく予定です。
どうぞ皆様お誘い合わせの上ご参加ください。

日　時　５月１８日（土）10：30～11：30まで

場　所　函館市中央図書館　大研修室
　　　　（函館市五稜郭町２６－１）

募集人数　４０人（申込多数の場合は先着順とな　
　　　　　　　ります。）

受付期間　４月１５日（月）～５月１３日（月）
　　　　平日 8：30～17：00まで

申込方法　函館地方裁判所総務課まで電話にて　

　　　　お申込みください。殺 ０１３８－３８－２３７１

申込締切受講料定員時間日程募集種目

5月31日（金）52,000円10名9：00～18：006/13～16フォークリフト

5月31日（金）29,000円10名9：00～18：006/17～19玉掛け

5月31日（金）50,000円10名9：00～18：006/20～22小型移動式クレーン
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ご
予
約
受
付
中
で
す

『
せ
た
な
青
少
年
旅
行
村
』

せ
た
な
青
少
年
旅
行
村
が
４
月
下
旬
よ
り
オ
ー
プ
ン
。

毎
年
た
く
さ
ん
の
ご
予
約
を
頂
く
ケ
ビ
ン
は
、
キ
ッ
チ

ン
、
ガ
ス
コ
ン
ロ
、
水
洗
ト
イ
レ
、
冷
蔵
庫
、
テ
レ
ビ
、

暖
房
器
具
な
ど
の
設
備
に
加
え
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
棟
も

お
目
見
え
し
て
ま
す
ま
す
充
実
。
バ
ン
ガ
ロ
ー
や
持
込

テ
ン
ト
サ
イ
ト
も
あ
り
ま
す
。
■
場
所
／
せ
た
な
町
瀬

棚
区
西
大
里
問
瀬
棚
総
合
支
所
殺
0
1
3
7
・
8
7
・

3
3
1
1

せ
た
な
町
大
成
区
                             

４
月
　
日
オ
ー
プ
ン

18

秘
湯
『
湯
と
ぴ
あ
臼
別
』

周
囲
を
大
自
然
に
囲
ま
れ
た
静
か
な
臼
別
渓
谷
に
あ
る

秘
湯
「
湯
と
ぴ
あ
臼
別
」
は
地
元
湯
治
客
や
観
光
客
に

大
人
気
。
お
湯
は
天
然
硫
酸
塩
泉
で
無
色
透
明
、
湯
温

は
約
　
度
あ
り
、
慢
性
皮
膚
病
や
神
経
痛
に
効
果
が
あ

５３

り
ま
す
。
■
場
所
／
せ
た
な
町
大
成
区
平
浜
（
宮
野
国

道
沿
い
に
看
板
あ
り
）
■
入
浴
料
／
清
掃
協
力
金
と
し

て
１
０
０
円
納
入
願
い
ま
す
。
問
大
成
総
合
支
所
殺

0
1
3
9
8
・
4
・
5
5
1
1

釣り人の皆さんへ！ライフジャケットを必ず着用しましょう
　昨年、せたな町内では、釣り中に港内で１件の海中転落による死亡
事故が発生しています。
　釣りを楽しむ磯場及び港内は足元の悪い場所が多く、常に海中転落
事故の起こる可能性があります。
　安全に釣りを楽しむために、次の事に留意しましょう。

農業用水路や施設には、危険なので近寄らない！

問 瀬棚海上保安署　撮（0137）87－2634

・家族などに行き先や帰宅時間等の予定を伝え、出来る限り複数人で
　釣りに出かけましょう。　

・事前にテレビ、スマートフォン等で釣り場の気象情報を入手し、天
　候の悪化が予想されるときは、無理をせずに中止しましょう。

・ライフジャケットは、着用する前に必ず不具合箇所がないか点検し
　常時適切に着用しましょう。

・岩場や崖下等での釣りは大変危険ですので十分注意しましょう。

・海は皆のものです。ゴミは責任をもって処理し、海のマナーを守り
　ましょう。

・携帯電話（防水パック入り、GPS機能ON）等、緊急時の連絡手段を
　確保しましょう。

・もしもの時の救助要請は、「118番」まで。

農業用水路への転落事故を未然に防ごう！ 　 

　農作業の開始で、農業用水路には大量に水が流れ込
み、転落事故の危険性も増えます。事故を未然防止す
るため、家庭、学校などでも危険な場所へ近づかない
よう注意を呼びかけることも大切です。
　また、子どもたちが水路のそばで遊んでいるのを見
かけたら、進んで声をかけてあげましょう。

農業用施設の水難事故に注意 
しましょう！  　　　　　　  
　大雨などの際、ダム・頭首工の
ゲート操作で、下流に放流する場
合があります。土地改良区の警報車で河川水位が上
昇することを警告しますので、拡声器から「ただちに
川から離れてください」という放送を聴いたらすぐ河
川区域内から離れましょう。

おねがい！用水路にごみを捨てないで！ 問 狩場利別土地改良区 撮  0137-82-0244

◎自己救命策確保の３つの
　ポイント

　①ライフジャケットの常時
　　着用

　②連絡手段の確保

　③海のもしもは１１８番
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ご
相
談
く
だ
さ
い
　
　
　
        

司
法
書
士
に
よ
る
無
料

相
談
の
お
知
ら
せ

　
相
続
・
贈
与
・
売
買
・
会
社
設

立
・
債
務
整
理
・
成
年
後
見
な
ど

心
配
ご
と
に
つ
い
て
ご
相
談
く
だ

さ
い
。（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

　
５
月
８
日
鐘
　
時
～
　
時

１０

１２

●
予
約
締
切

　
５
月
６
日
鉦
 ※
先
着
４
名
ま
で

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

●
担
当
相
談
員

　
司
法
書
士
　
森
　
奈
津
美

問
 役
場
総
務
課
総
務
係

　
殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

ご
相
談
く
だ
さ
い
　
　
　
        

函
館
弁
護
士
会
に
よ
る

法
律
相
談
の
お
知
ら
せ

　
函
館
弁
護
士
会
で
は
、
せ
た
な

町
で
月
１
回
法
律
相
談
所
を
開
設

し
て
お
り
ま
す
。

　
金
銭
関
係
や
不
動
産
関
係
、
家
事

関
係
な
ど
法
律
上
の
問
題
で
お
困

り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
相
談
を
ご
希
望
の
方
は
、

予
約
制
・
先
着
順
と
な
っ
て
お
り

ま
す
の
で
、
事
前
に
函
館
弁
護
士

会
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。（
相

談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時
（
５
月
～
７
月
分
）

　
▽
５
月
　
日
鞘

１０

　
▽
６
月
　
日
鞘

１４

　
▽
７
月
　
日
鞘
�

１２

●
実
施
時
間
／
　
時
～
　
時

13

16

●
相
談
件
数
／
6
件

●
場
所
／
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

問
 函
館
弁
護
士
会

殺
0
1
3
8
・
4
1
・
0
2
3
2

お
知
ら
せ
し
ま
す
　
　
　
        

元
号
改
正
に
関
す
る
お

知
ら
せ

　
本
町
で
使
用
す
る
文
書
等
に
つ

い
て
は
、
従
来
か
ら
原
則
と
し
て

元
号
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

　
新
天
皇
の
即
位
に
伴
い
、「
元
号

を
改
め
る
政
令
」
の
施
行
に
よ
り
、

本
年
5
月
1
日
か
ら
新
元
号
と
な

る
予
定
で
す
。

　「
元
号
を
改
め
る
政
令
」
が
公
布

さ
れ
ま
し
た
ら
、
本
町
が
作
成
・
発

送
す
る
文
書
等
に
つ
い
て
は
、
新

元
号
に
よ
る
表
記
に
対
応
す
る
予

定
で
す
。

　
た
だ
し
、
そ
れ
以
前
に
本
町
が

作
成
・
発
送
し
た
文
書
等
で
、
5
月

1
日
以
降
の
日
付
を
「
平
成
」
で

表
記
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
、

法
律
上
の
効
果
は
変
わ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
新
元
号
に
読

み
替
え
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
、

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

問
 せ
た
な
町
役
場
各
担
当
課

　
殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

ご
相
談
く
だ
さ
い
　
　
　
        

す
ず
ら
ん
無
料
法
律
相

談
会
の
お
知
ら
せ

　
弁
護
士
が
あ
な
た
の
街
に
う
か

が
い
無
料
で
相
談
い
た
し
ま
す
。

　
当
日
の
飛
び
込
み
相
談
も
受
け

付
け
ま
す
が
、
予
約
さ
れ
た
方
を

優
先
い
た
し
ま
す
。

●
日
時
／
５
月
　
日
鞘
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●
実
施
時
間
／
　
時
～
　
時

13

16

●
場
所
／
大
成
町
民
セ
ン
タ
ー

●
予
約
開
始
／
5
月
　
日
鞘
か
ら
 

10

問
 大
成
総
合
支
所
庶
務
係

　
殺
0
1
3
9
8
・
4
・
5
5
1
1

ご
案
内
し
ま
す
　
　
　
　
        

心
の
健
康
相
談
の
実
施

に
つ
い
て

　
平
成
　
年
度
北
海
道
八
雲
保
健

３１

所
精
神
保
健
専
門
相
談
を
実
施
し

ま
す
。
心
の
健
康
相
談
を
ご
希
望

の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
相
談
は
、
全
て
事
前
の
申
し
込

み
（
実
施
日
の
前
の
週
の
金
曜
日

ま
で
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
日
時
／
５
月
９
日
障
 

　
　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

13

30

１５

30

●
場
所
／
今
金
地
域
保
健
支
所

問
 八
雲
保
健
所
保
健
係

　
殺
0
1
3
7
・
６
３
・
２
１
６
８

ご
利
用
く
だ
さ
い
　
　
　
         

函
館
裁
判
所
出
張
手
続

案
内
の
お
知
ら
せ

　
函
館
裁
判
所
か
ら
職
員
が
出
張

し
住
民
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た

出
張
手
続
案
内
を
行
い
ま
す
。

（
相
談
無
料
・
予
約
制
）

●
日
時

・
6
月
　
日
障
　
時
～
　
時

20

１３

16

●
場
所
／
瀬
棚
総
合
福
祉

　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
や
す
ら
ぎ
館

●
予
約
方
法

・
6
月
　
日
障
ま
で
に
函
館
地
方

13

裁
判
所
事
務
局
総
務
課
長
ま
で

電
話
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

問
 函
館
地
方
裁
判
所

　
殺
0
1
3
8
・
3
8
・
2
3
7
2

酸酸軽自動車軽自動車税税 

納期限は

５月７日醸です
忘れずに納めましょう

忘れないで納期限
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人口と世帯

3月末現在（前月比）

 （－８７）7,８５２人人 口
 （－４９）4,５８９人北檜山区
 （－１８）1,４５１人大成区
 （－２０）1,８１２人瀬棚区

 （－５５）3,６９０人男

 （－３２）4,１６２人女

 （－２８）4,１８３世帯世 帯

戸籍の窓口
（3月1日～3月31日届出）

お
知
ら
せ
し
ま
す
　
　
　
        

行
政
相
談
員
が
委
嘱
さ

れ
ま
し
た

　
平
成
　
年
4
月
1
日
付
け
で
、

31

次
の
方
が
総
務
大
臣
か
ら
行
政
相

談
員
に
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

●
相
談
員
　
朝
倉
　
満
さ
ん

●
相
談
員
　
中
野
　
真
一
さ
ん

●
委
嘱
期
間

　
2
0
1
9
年
4
月
1
日
か
ら

　
2
0
2
1
年
３
月
　
日
ま
で

31

　
行
政
相
談
員
は
、
無
報
酬
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
国
民
の
皆

様
か
ら
国
の
行
政
活
動
全
般
に
関

す
る
苦
情
や
相
談
を
受
け
付
け
、

相
談
者
へ
の
助
言
な
ど
を
行
っ
て

い
ま
す
。
相
談
料
は
無
料
で
、
秘

密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
。
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
役
場
総
務
課
総
務
係

　
殺
0
1
3
7
・
8
4
・
5
1
1
1

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
　
　
　
 

※
３
月
１
日
か
ら
３
月
　
日
受
付
分

３１

 合
計
7
3
3
件
9
，2
6
0
千
円

お誕生おめでとう 　　　　

○清　　 和葉 ちゃん （文泰）北檜山
か ず は

○清　　 光葉 ちゃん （文泰）北檜山
み つ は

○細川　 嵩斗 くん  （育男）豊　岡
す う と

おくやみ申し上げます 　　
○横道　榮夫さん    (88歳）　  栄

○林　いち子さん    (94歳）北檜山

○工藤　榮司さん    (68歳）西丹羽

○高橋　君子さん    (78歳）本町10区

○伝法美代子さん    (74歳）本町5区

○松神　　誠さん    (81歳）　  都

○大口　利夫さん    (66歳）　  都

○平澤　文男さん    (72歳）上　浦

○関野美智子さん    (81歳）宮　野

○齊藤　和江さん    (96歳）　  都

○蔦谷　武芳さん    (89歳）本　陣

○沖崎　継世さん    (69歳）　  都

ご家族の同意を得た方のみ掲載しています。

 戸籍年金係からのお知らせ 　　　　                      　　

　 国民年金に関するお問い合わせ先  函館年金事務所 殺 ０１３８-５６-１１６5
　斬本庁指町民児童課戸籍年金係　  殺 0137-84-5111
　斬瀬棚総合支所指住民係　　　　  殺 0137-87-3311
　斬大成総合支所指住民係　　　　  殺 01398-4-5511

5月14日鍾 瀬棚総合支所
◎移動町長室は9:00から開設し、終了時刻は午後以降の町長のスケ
ジュールで流動的となります。

◎当日は区内を巡回して不在のこともありますので、御用の際は事
前に予定をお問い合わせください。

◎公務の都合上、急に日程を変更する場合がありますのでご理解願
います。

　国民年金においては、一定期間の保険料をまとめて納めることに
より保険料が割引となる「前納制度」があり、現金・クレジットカード
納付や口座振替制度を利用して保険料を前納した場合、下記のとお
り割引となります。

酸平成31年度国民年金保険料

　月額　16,410円　×　12か月　＝　年額　19６,920円

酸国民年金保険料納付額比較

※口座振替・クレジットカード納付による前納のお申し込みは、函館
年金事務所又は役場年金窓口までお願いします。

国民年金保険料が割引になる前納制度をご存知ですか？

函館年金事務所による年金相談 （完全予約制：先着８名）
日時：７月２５日障１０：３０～１５：３０／場所：せたな町役場

2年度分前納1年度分前納6か月分前納1か月分平成31年度

379,640円

15,760円割引

（4月末振替）

192,790円

4,130円割引

（4月末振替）

97,340円

1,120円割引

（4月末、10月末振替）

16,360円

50円割引

（早割、当月末振替）

口座振替

380,880円

14,520円割引

193,420円

3,500円割引

97,660円

800円割引

16,410円

割引なし
現金納付・
クレジットカード

口座振替・クレジットカード
納付による平成31年4月から
前納の新規申し込みは、2月
末日で受付を終了しました。
現金（納付書）での納付につ
いては、納付期限が平成31年
5月7日までです。

上期（４月～９月分）

⇒2月末

下期（10月～3月分）

⇒8月末

随時
お申し込み

の目安



■
編
集
・
発
行
　
せ
た
な
町
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
広
報
統
計
係

〒
０４９
  -  ４

5
9２
　
久
遠
郡
せ
た
な
町
北
檜
山
区
徳
島
6
3
番
地
1

参
０１３７

 - ８４
 - 5
1１１
／
思
０１３７

 - ８４
 - 4
6
5
7

広報
せ
た
な
　
2
0１９
・
５
  N
o.１
6５

セターナちゃん

せたな町公式
マスコットキャラクター

広報せたなは電子書籍としてもご覧いただけます。
Hokkaidoebooksのサイトへアクセスし、
インターネット、スマートフォンでご覧ください。

編
  集
  後
  記

酸
4
月
か
ら
広
報
の
担
当
と
な
り

ま
し
た
差
波
で
す
。
今
ま
で
は
防

災
無
線
を
担
当
し
て
お
り
、
皆
さ

ん
の
耳
に
声
を
届
け
る
仕
事
を
し

て
お
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
は

皆
さ
ん
の
声
に
耳
を
傾
け
そ
れ
を

記
事
に
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
▼
初
め
て
の
取
材
は
小
学
校

の
入
学
式
で
し
た
。
新
一
年
生
と

同
じ
く
ら
い
緊
張
を
し
な
が
ら
気

合
い
を
入
れ
て
取
材
に
の
ぞ
み
ま

し
た
が
、
皆
さ
ん
を
あ
ま
り
上
手

に
撮
る
こ
と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し

た
。
同
行
し
て
い
た
先
輩
が
撮
っ

た
写
真
を
見
て
、
ま
だ
ま
だ
修
行

が
足
り
な
い
な
と
痛
感
し
た
一
日

で
し
た
。
こ
れ
か
ら
取
材
に
伺
う

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
一
日
で
も
早
く
い
い
写
真

を
撮
れ
る
よ
う
に
頑
張
り
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

【差
波
】

酸
4
月
に
辞
令
交
付
が
あ
り
ま
し

た
が
、
今
年
度
も
異
動
が
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
の
で
、
引
き
続
き
町

の
広
報
を
頑
張
り
ま
す
の
で
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
▼

今
回
の
広
報
紙
は
、
年
度
初
め
の

初
の
発
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
た

く
さ
ん
町
の
情
報
が
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。
皆
さ
ん
一
度
広
報
紙
に

目
を
通
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
▼
4

月
1
日
に
新
元
号
が
発
表
さ
れ
、

5
月
1
日
か
ら
慣
れ
親
し
ん
だ

「平
成
」
に
替
わ
り
、
新
し
い
元
号

の

「令
和
」
に
変
更
と
な
り
ま
す
。

今
回
の
広
報
紙
の
元
号
表
記
に
つ

き
ま
し
て
は
、
5
月
1
日
よ
り
前

に
発
行
と
な
り
ま
す
の
で
、
ペ
ー

ジ
横
の
元
号
表
記
が

「令
和
」
で

は
な
く

「平
成
」
を
使
用
し
て
い

ま
す
。
【伊
藤
】

広報見聞録  
　　新一年生の皆さん入学おめでとうございます

 　　町内の各小学校で入学式が開催
Koho - kenbunroku

北檜山小学北檜山小学校校

　4月6日（土）、町内の小学校（北檜山、若松、瀬棚、久遠）で入学式が行われ
ました。
　今年の新一年生は、北檜山25人、若松1人、瀬棚6人、久遠4人の計36人でした。
　新一年生は、少し緊張した様子でしたが、先生やお兄さんお姉さんからの歓迎
のお話を聞いて満面の笑みで入学を喜んでいました。

瀬棚小学瀬棚小学校校

若松小学若松小学校校久遠小学久遠小学校校


